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１．はじめに

　政府主導の女性活躍推進や無償化政策によって、子どもを預かる保育所の需要が高まってい

る。平成30年４月からは、改定保育所保育指針が適用され、保育所における保育は、養護及び教

育を一体に行うことを特性として、本格的に量と質の両面から子どもと子育てを社会で支える体

制となった。

　保育所で子どもを預かる保育士の役割もさらに高まっている。しかし、社会の要請が高まれば

高まるほど、保育士の置かれた状況は厳しいものとなる。

　本稿では、2017年に岡崎市立保育園の協力を得て保護者・保育士に対して働く意識の調査を行

った。その調査をもとに保育士の働く意識を検証する。なお、岡崎市では「保育所」を通称「保

育園」と呼ぶため、本稿でも通称を用いる。

２．調査概要

⑴　調査時期　　2017月10月～ 11月

⑵　調査対象

　岡崎市立保育園より無作為に８園を選び、その保育園の保育者191名にアンケート調査を行っ

た。182名から回答を得た。回収率は95.3％である。

　なお、保育園すべての職員に対してアンケート調査を行ったため、本稿では「保育士」ではな

く「保育者」と記述する。

⑶　調査方法

　岡崎市保育課にアンケート調査紙を提出して了承を得た。

　調査紙は１人ずつ封筒に入れ、各園に送付し、記入後は封をした状態で各園に集められ、郵送

保育者の働き方に関する一考察

A Study on the way of working childcare employment

笹瀬佐代子
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された。

　なお、記入は無記名で、提出も特定されない方法で行った。

⑷　調査の内容

　①保育者として勤務している理由、②現在の仕事量、③時間が短縮できると思われる仕事、④

仕事を継続できている理由、⑤家事分担の状況、⑥仕事の状況と家庭の時間、⑦仕事と家庭の両

立のために利用したい制度について、「全く該当しない」「ほとんど該当しない」「どちらでもない」

「ほぼその通り」「全くその通り」の5段階で回答を求めた。さらに、各項目と最終質問で自由記

述を設けた。

　調査・研究については、当時所属の岡崎女子大学・岡崎女子短期大学研究倫理規定に基づき、

研究倫理委員会より承認を受けている（2017通知番号17）。

３．調査結果

⑴　保育者の性別

　図１に保育者の性別を示した。男性が3％、女性が97％であった。

⑵　保育者の年齢層

　保育者の年齢層を図２に示した。20歳代31％、30歳代20％と40歳未満が半数を占めた。

3%

97%

0%
図１ 保育者の性別

①男性 ②女性 未回答

 

  

31%

20%

29%

16%

3% 1%
図２ 保育者の年代

①20歳代 ②30歳代 ③40歳代 ④50歳代 ⑤60歳代 未回答
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⑶　保育者の婚姻

　保育者の婚姻について、図３に示した。未婚が37％、既婚が62％である。未婚が多いのは、前

述した年齢層が関係しているものと考えられる。保育士養成校では、四年生大学があるとはい

え、短大を卒業するとすれば、20歳で社会に出ることになり、20歳代が厚い構成比になってい

る。

⑷　自分の子どもの人数

　自分の子どもの人数を図４に示した。子どもがいる場合の最多は「２人」の39％であった。「子

どもがいない」の41％は、同じ調査の別な項目から未婚によるものと考えられる。

37%

62%

1%
図３ 保育者の婚姻

①未婚 ②既婚 未回答

 
  

41%

5%

39%

13%

1% 1%
図４ 自分の子供の人数

①いない ②1人 ③2人 ④3人 ⑤人以上 未回答
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⑸　勤務先の職員数

　勤務先の臨時職員なども含む職員数を図５に示した。最多が「30人以上」で、75％であった。

⑹　現在の勤務先の在籍年数

　現在の勤務先の在籍年数を図６に示した。「１年未満」22％、「１～３年」39％で、この２つを

合わせると61％と過半数になる。これは、新卒であること、市立保育園で人事異動があることが

考えられる。

　以下「３～５年」18％、「５～ 10年」15％、「10年以上」４％であった。

 
  

0% 10%

14%

75%

1%
図５ 勤務先の職員数

①～9人 ②10～19人 ③20～29人 ④30人～ 未回答

 
  

22%

39%

18%

15%

4%
2%

図６ 現在の勤務先の在籍年数

①1年未満 ②1～3年 ③3～5年 ④5～10年 ⑤10年以上 未回答
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⑺　勤務形態

　勤務形態は、正職員40％であるが、臨時職員39％、嘱託19％と、正職員以外で支えられている

ことがわかった。

⑻　現在の役職

　現在の役職を図８に示した。75％が一般の職員である。

 
  

40%

19%

35%

4% 2%
図７ 勤務形態

①正職員 ②嘱託 ③臨時職員 ④育休代替職員 未回答

 
  

1% 3%
4%

3%

75%

14%

図８ 現在の役職

①理事長 ②園長 ③副園長 ④主任 ⑤学年主任 ⑥その他
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⑼　所属園以外での勤務の経験

　現在の所属園以外での勤務の経験について、図９に示した。

　他園での勤務の経験があるものは70％であった。これは、正職員は転勤制度、正職員以外は前

述勤務形態から正職員であるときに他園で勤務し、正職員を辞してから現在の所属園に勤務して

いる保育者がいるものと考えられる。

⑽　保育者として勤務している理由

　保育者として勤務している理由について図10に示した。「子どもが好きだから」が「ほぼその

通り」「全くその通り」を合わせると96％、「やりがいがある仕事だから」が92％、「仕事を通し

てさらに成長したいから」72％であった。

　子どもが好きでやりがいを感じていると同時に、仕事を通して自己を成長させることがさらに

仕事の質を高めることにつながると考えていることがわかる。

 

  

70%

29%

1%
図９ 本園以外での勤務の経験

①あり ②なし 未回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経済的に自立できる職業だから
子どもが好きだから

子育て支援に興味があるから
やりがいがある仕事だから

仕事を通してさらに成長したいから
立派な仕事や優れた業績を残したいから

この職場に愛着を感じているから
出世したいから

辞めたいが人手不足で辞められないから

図１０ 保育者として勤務している理由

全く該当しない ほとんど該当しない どちらともいえない

ほぼその通りである 全くその通りである 未回答
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⑾　現在の仕事量

　現在の仕事量について図11に示した。「所定の時間内に終わることができている」のは41％、

「時間外まで仕事」が44％、「自宅に持ち帰って仕事をする」が24％であった。調査をした2017年

当時は時間内に終わることができない場合が68％を占めていた。

⑿　工夫により時間を短縮できる仕事

　工夫により時間を短縮できる仕事について、図12に示した。「行事の準備」「事務的な仕事」が

「ほぼその通り」「全くその通り」を合わせるといずれも25％となった。仕事の工夫を行うことで、

時間短縮を図っていることが認められる。　

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

園児の記録の記入

運動会や誕生会など行事の準備

事務的な仕事

保護者への対応

図１２ 工夫により時間を短縮できる仕事

全く該当しない ほとんど該当しない どちらともいえない

ほぼその通りである 全くその通りである 未回答

33%

24%

41%

2%
図１１ 現在の仕事量

1 所定の時間外まで園で仕事をしている 2 自宅に持ち帰って仕事をしている

3 所定の時間内に終わることができている 未回答

 

33%

24%

41%

2%
図１１ 現在の仕事量

1 所定の時間外まで園で仕事をしている

2 自宅に持ち帰って仕事をしている

3 所定の時間内に終わることができている

未回答
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⒀　仕事を継続している理由

　仕事を継続している理由について図13に示した。「勤務先が自宅から近いから」が、「ほぼその

通りである」「その通りである」を合わせると55％、「働きたいという自分の気持ちが強いから」

が49％、「家族（夫以外）が家事・育児に協力的であるから」が31％であった。

　逆に「全く該当しない」「ほとんど該当しない」場合が高いのは、「子育て中で、短時間勤務の

制度を使っているから」が71％である。

　これは、短時間勤務適用ができる子どもがいないか、制度を使えるのに使っていないか、不明

である。

　次に該当しないと考えている項目が「仕事の内容に応じて自分で仕事時間が調整できるから」

49％、「仕事が時間通りに終われるから」44％であった。これは子どもが対象であるために、自

分で仕事時間の調節ができないことが大きい。

　また、「労働の対価が高いから」が該当しない場合が41％であり、労働に対しての対価が適切

ではないと感じている。

　さらに「夫が家事・育児に協力的だから」に該当しない場合が41％であった。夫が家事・育児

に協力できないことを補完するのが、前述した夫以外の家族の協力である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

労働の対価が高いから

仕事が時間通りに終われるから

子育て中で、短時間勤務の制度を使っているから

子育て中の職員に理解があり、協力的であるから

仕事の内容に応じて自分で仕事時間を調節できるから

勤務先が自宅から近いから

転勤があるから

夫が家事・育児に協力的であるから

家族（夫以外）が家事・育児に協力的であるから

何よりも働きたいという自分の気持ちが強いから

図１３ 仕事を継続している理由

全く該当しない ほとんど該当しない どちらともいえない

ほぼその通りである 全くその通りである 未回答
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⒁　現在の仕事と家庭の状態について

　現在の仕事と家庭の状態について図14に示した。

　「今の状態で満足している」が「ほぼその通りである」「全くその通りである」を合わせて35％

で、およそ３人に１人が満足している。一方で「家族の一人でも病気なった場合、時間的やりく

りが難しい」に該当する保育者が37％で、こちらもおよそ３人に１人である。前述したように家

族の協力のもと勤務ができる状態で、家族の一人が病気になれば協力が得られないうえに負担が

増すと考えられる。

　仕事や家庭の役割分担については、「仕事と家庭、両立させたいが、体力的に難しい」に「ほ

ぼその通りである」「全くその通り」を合わせて27％、「全く該当しない」「ほとんど該当しない」

を合わせ39％と両立への感じ方が異なっていた。その要因については、調査の他の項目との分析

を今後行いたい。

　「家庭の家事分担を見直したい」では、「全く該当しない」「ほとんど該当しない」を合わせ47

％で、「ほぼその通りである」「全くその通り」を合わせた16％を31ポイント上回っていた。

　「仕事のやり方を今までと変えていきたい」では、「全く該当しない」「ほとんど該当しない」

を合わせ36％で、「ほぼその通りである」「全くその通り」を合わせた18％の倍であった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の状態で満足している

仕事に年中追われており、気が休まらない

家族と過ごす時間が少ない

家族の一人でも病気になった場合、時間的やりくりができにくい

家族の家事分担を見直したい

仕事に打ち込みたいが、集中力に欠けている

仕事と家庭、両立させたいが、体力的に難しい

仕事のやり方を今までと変えていきたい

図１４ 現在の仕事と家庭の状態について

全く該当しない ほとんど該当しない どちらともいえない

ほぼその通りである 全くその通りである 未回答
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⒂　あれば利用したい制度

　あれば利用したい制度について図15に示した。　

　「子どもが急病のとき、仕事が休みやすい制度」が「ほぼその通りである」「全くその通りであ

る」が86％、「医療ケアを必要とする子どもを持った場合の休暇制度」71％と子どもの病気の場

合のケアが必要と感じている。

　次いで「育児休業制度」69％が続き、育児休業制度は、保育者の仕事と家庭を両立するために

必要と考えられる。

　また「給料の増額など金銭面での制度」77％と待遇面の改善が必要であると感じている。

⒃　自由記述事項

　自由に記述されている事項を表1に示した。

　保育の仕事にやりがいは感じているものの、保育士不足、仕事量の多さが原因で、自分の子ど

もを周囲の援助なしで育てながら正規職員として継続勤務することは、難しいと考えている。

　多様な制度もあるが、容易に運用できる体制になっていないことも、利用したい側が感じてい

ることがうかがえる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業制度

医療ケアを必要とする子どもを持った場合の休暇制度

時短勤務制度

子どもの急病のとき、仕事が休みやすい制度

子どもの急病のとき、すぐに利用できる病児保育の制度

ファミリーサポート制度

育児休暇中、子ども連れで月1回職場に行き、１～2時間程度職…

職場復帰前に、ならし仕事期間がある制度

育児休暇はキャリアに影響しない人事考課制度

出産前から上司とキャリアパス（長期的目標に基づくキャリアの…

退職しても再雇用できる制度

給料の増額など金銭面での制度

図１５ あれば利用したい制度

全く該当しない ほとんど該当しない どちらともいえない

ほぼその通りである 全くその通りである 未回答
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表１　自由記述事項

1 やりがい 大変だが、やりがいがある。

資格を持ち、生涯続けられる仕事。ただ、正職員では書類作成、行事の準備などで家事・育児の両立には、体力・
時間に厳しい。サポートしてくれる家族が必要。また、パートなど働き方を変えて続けられるとやりがいがある。

2 仕事環境の良さ
しばらく保育の現場から離れていたので不安があったが、家族の理解・協力や職場の人間現関係の良さで安心し
て働くことができる。お互いが気持ちよく仕事ができる雰囲気が、よりよい保育を目指そう、学ぼうという意欲につな
がってくる。

3 保育士不足 保育ニーズに対して保育士不足で対応できない.

子どもの人数に対して職員不足での保育は、体への負担が大きい。

4 制度について
過去に正規職員で勤務。子育てと介護が重なり退職。現在はパートで勤務。経験から子育て制度の充実に加え、
介護でも休みやすい休暇制度の充実を望む。

育休制度の利用は、欠員となった職員の補充（代替要員）がなければ成立しない。

様々な制度があっても、すべてが取りにくい。

5 働き方について
制度利用は良いことであるが、現場としては保育士不足もあり、激務の状態である。制度利用後、退職することも
多いため、継続勤務できるような働き方の改善が必要である。

自分の子どもが小学校に入学すると帰りが早く、夏休みなどもあり正職員では仕事が続けにくい。午後からの短時
間パートだけでなく、午前中のパートもあれば働きたい。

常勤の保育士であれば、勤務時間と自分の子どもを保育園に預ける時間が同じであり、送迎も考えると常勤での
勤務は不可能である。常勤で働きたくても働けないため、退職した。
常勤でも時短制度を利用できれば退職せずに働けた。

非正規で勤務。時給がアップすることは嬉しいが、扶養範囲内で働こうとすると時間制限をしないといけない。

定時が過ぎても帰りづらい雰囲気がある。すべき仕事が終われば帰ることができる雰囲気づくりをしてほしい。

行事前は時間外が多く、持ち帰りもしないと間に合わない。子育て中で、体力的にきつく、体調を崩しやすい。体を
休めたい思いとしなければいけない仕事に追われる現状との間で、気持ちが休まらない。保育の仕事が好きなの
でやりがいは感じるが、いつまで続けられるかわからない。

6 仕事量
担当（乳児・幼児）によって仕事量に差がある。

仕事量が多く、自分の子どもを育てながら正職員として働くのは、精神的・体力的に難しい。

7 待遇
嘱託保育士として勤務。正職員と同様の仕事量で、かつ新規職員と組み、指導も行っている。ボーナスもなく、割に
合わない。

有資格者で臨時職員として昼間勤務。無資格の早朝・延長の臨時職員よりも時給が安いのが気になる。

8 環境整備
子育て支援委員として勤務。子育て支援制度はできたが、現場のスペースが確保できず、狭い。環境を整備して
ほしい。

9 現在の保育への疑問 親の権利を守るために、子ども自身の権利をないがしろにしてしまっているのではと感じることがある。

10 自分の子育てとの葛藤
行事や台風の時は自分の子どもより園を優先しなければいけない。一人でクラスを持っていると休みにくい。自分
の子どもを犠牲にしないといけない。子どもを育てる保育士は、自分の子どもを一番かわいそうな状況で育ててい
る。
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４．まとめにかえて

　現代では学業が終了すると男女問わず社会に出て働いている。昭和時代のように「花嫁修業」

で働かないという女性も少なくなった。

　また、「女性活躍推進法」など様々な法律から、女性が社会で働き続けることが推奨されてい

る。そのような社会情勢の中で、保育所とそこで働く保育者の役割は、ますます重要になってく

る。

　そのような重要な役割を担う保育者が、安心して保育の仕事に専念できるような体制を整え、

支援を充実することが肝要と考える。

　まず第一に、保育者も働く女性の一員であり、保護者や介護者など生活する者の立場でもある

という意識を社会全体で共有することが重要である。

　調査からは「やりがい」があるものの、家事・子育て協力者がいないと正職員としては勤務が

難しい状態であり、精神的、体力的限界を感じ、パート等の勤務形態に変更している実態が明ら

かになった。

　働く女性を支援する側にも、継続勤務できる体制が必要である。その支援は、「保育者も働く

女性であり、保護者にもなる」という意識共有が重要である。

　第二に、上記の意識に基づいた体制作りである。

　利用しやすい制度の運用に改善していくとともに、職場の雰囲気を、全員で協力しやすく、業

務終了後は早く帰宅できるような職場であるように職場内人間関係を構築する必要がある。それ

には、園長や主任など幹部クラスのリーダーシップ養成が鍵となる。公平・公正に留意し、物事

に的確な判断ができる資質を持つリーダーの育成が望まれる。

　第三に、業務の見直しを行い、必要があれば様々な力を借りていく考え方をすることである。

　保育の現場では、「すべて自前で」「すべて手作りで」との考え方が強い。もちろん、お金で何

でも手に入れられる社会で、子どもに自分で作ることの楽しさを体験することは重要であるが、

限られた人材と時間の中で優先順位を設け、保育者がしなくてもよいことは行わないもしくは外

注にだすなどの工夫をし、本業に専念をするべきである。文書作成によってはRPA（ロボテッ

ク・プロセス・オートメーション）などAIの力を借りることも可能であると思われる。 

参考文献

・大豆生田啓友（2018）「保育の質の維持・向上のために―検討課題として考えられること―」、

厚生労働省「保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会」第1回資料２－１、

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11921000-Kodomokateikyoku-Soumuka/0000207471.

pdf、閲覧日2020年1月6日

・笹瀬佐代子・山下晋（2018）「岡崎市内で勤務する保育者と保護者の働く意識」『地域活性化研

究』岡崎大学懇話会、pp44－51
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・笹瀬佐代子（2019）「保育園に通園する子どもを持つ女性が働く理由についての一考察」『常磐

短期大学研究紀要』第47号、pp23－33

※なお、データの一部は、笹瀬佐代子・山下晋（2018）で提示された。
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１．研究の背景

　保育実習や幼稚園教育実習では，事前に，または実習中に子どものうたの弾き歌い（伴奏）に

よる課題を実習園から課されることが一般的である。Ｔ短期大学では２年生の６月上旬と７月下

旬～８月上旬に各10日間の保育実習が，９月に15日間の幼稚園教育実習がカリキュラムに組まれ

ている。それぞれの園の保育方針や保育内容，クラス配当等は異なるため，実習の中身について

は各実習園に任されているのが実情であり，その中で学生に出される課題の分量，内容，指導方

針等は，実習園の柔軟な対応に委ねている現状がある。そのため，ピアノが得意な学生とピアノ

に苦手意識を抱いている学生とでは，実習に対する不安の質に大きな違いが生じている。そのた

めに，保育音楽に関わる研究者は，「ピアノ初心者が効率的に上達する指導法」や，「実習におけ

る弾き歌い課題の教材研究」など鋭意研究に努めている。一方で，ピアノに偏った保育のあり方

に対する懐疑的な見方はすでに30年以上も前に言及されており（平井，1986），多くの研究者が

「音楽活動＝ピアノ」といった偏った考え方を払拭するために様々なアプローチで保育ピアノの

今後の展望を見出そうとしている。

　保育者になるためにはどの程度ピアノが弾ければよいのか。日本では「バイエル○○番程度」

や「ソナチネ程度」など，古典的な教材レベルで測ることが多いが，ソナチネ程度が弾けるから

といって保育現場で求められるような柔軟な表現につながる伴奏ができるわけではない。ピアノ

の演奏技術と保育の表現技能とは，円で表せば重なる部分と重ならない部分があると筆者は考え

る。この重ならない部分の保育の表現技能を強化することが，現代の保育者養成に求められてい

るのではないだろうか。

　本研究では，幼稚園教育実習で行われている音楽表現活動の実態を調査し，今後のピアノ弾き

歌い指導のあり方について考える一助としたい。

ピアノ弾き歌い指導に関する考察
―幼稚園教育実習における音楽表現活動の実態調査を通して―

鈴木　範之
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２．研究目的

　幼稚園教育実習後のアンケートを通して，幼稚園教育実習の音楽表現活動に関する実態や課題

を把握し，保育者養成校におけるピアノ弾き歌い指導について考察することを目的とする。

３．研究方法

　幼稚園教育実習を終えた学生を対象にアンケート調査を実施し，事前訪問で提示された課題，

実習で行った課題，実習後の学び等を確認する。

⑴　対象

　Ｔ短期大学２年118名　有効回答数98件（回収率84.5％）

⑵　実施期間

　幼稚園教育実習後にアンケート調査を行った。

　　　　幼稚園教育実習期間：　　2019年９月３日～９月25日

　　　　アンケート実施期間：　　2019年９月27日～10月８日

⑶　調査方法

　質問紙法によるアンケート調査を行った。項目は以下の通り。

　　　　Ⅰ　事前指導

　　　　「１．幼稚園教育実習の事前訪問時期」「２．音楽表現活動に関する事前準備等の課題・

指示について」「３．音楽表現活動の事前準備で悩んだこと・困ったこと」

　　　　Ⅱ　実習中

　　　　「１．園で実際に行われていた音楽表現活動について」「２．実習期間中にピアノを弾い

た日数・曲数・曲名」「３．実習中の音楽表現活動について悩んだこと・困ったこと」

　　　　Ⅲ　実習後

　　　　「１．実習を通しての音楽表現活動の学び」「２．実習前後を振り返ったときにどのよう

な課題・指示があると事前準備しやすいか」

⑷　分析方法

　ⅠおよびⅡ－１，Ⅱ－２については選択肢回答法を用い，Ⅱ－３，Ⅲ－１，Ⅲ－２については

自由回答法を用いた。自由回答法の分析については，福士・名郷（2011）らが用いた分析方法に

倣って分析する。福士・名郷らの分析方法とは，大谷（2008a，2011）が考案した質的データの

分析手法Steps for Coding and Theorization（SCAT）を一部改変したものである。SCATとは

言語データをセグメント化し，そのそれぞれに（１）データ中の着目すべき語句，（２）それを

言い換えるためのデータ外の語句，（３）それを説明するための概念，（４）そこから浮かび上が

るテーマ・構成概念，の順にコードを考案して付していく４ステップのコーディングと，そのテ

ーマや構成概念を紡いで，ストーリーラインと理論記述する手続きとからなる分析手法である。

自由記述の回答の多くは箇条書きの小さなテキストデータであり，回答者の文脈を踏まえた言い
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４．結果

Ⅰ　事前指導

Ⅰ－１．幼稚園教育実習の事前訪問時期

　幼稚園教育実習の事前訪問をした時期について

の回答は図１の通りである。ほとんどの幼稚園で

の実習開始が９月３日という夏休み直後の時期で

あるため，園の夏休み前の７月中旬頃までに事前

訪問に行く学生が93％であった。若干名は８月以

降の事前訪問であった。中には園の都合により９

月に入ってから事前訪問をしている者もおり，実

習課題に対する準備期間の遅れに懸念が残る。

Ⅰ－２．音楽表現活動に関する事前準備等の課

題・指示について

　事前訪問の際，実習園からの音楽表現活動に関

する事前準備等の課題・指示の有無についての質

問であり，回答の結果は図２の通りである。課

題・指示があったとの回答が89%であった。その

中で，「楽譜が渡されたか」という質問に対する

回答（図３）は，「渡された」が71％であった。

　この質問の意図は，同じ曲名でも異なる曲があ

り（１），事前に準備はしたが実習が始まってから

曲の違いに気がついたという話をよく耳にするた

めである。曲名だけではなく作曲者・作詞者，掲

載されている楽譜等の情報まで確認をする必要が

ある。

　事前に課題として出された曲数は図４の通りで

ある。平均3.4曲であった。１曲も課題として提

６月

50%７月

43%

８月以降

6%

回答なし

1%

図１ 幼稚園教育実習の事前訪問時期にいった 

時期はいつですか？ n=98 

はい
89%

いいえ
11%

図２ 事前訪問の際に音楽表現活動に関する 

事前準備等の課題・指示はありましたか？ n=98 

渡された

71%

渡されていない

29%

図３ 楽譜は渡されましたか？ n=87 

６月

50%７月

43%

８月以降

6%

回答なし

1%

図１ 幼稚園教育実習の事前訪問時期にいった 

時期はいつですか？ n=98 

はい
89%

いいえ
11%

図２ 事前訪問の際に音楽表現活動に関する 

事前準備等の課題・指示はありましたか？ n=98 

渡された

71%

渡されていない

29%

図３ 楽譜は渡されましたか？ n=87 

換えが困難であるため，福士・名郷（2011）らが行ったように，切片化したデータをグループ化

した上で言い換え，概念化をしていく手順で分析を進める。

⑸　倫理的配慮

　アンケート調査は無記名で実施し，対象者には本研究以外で使用することはないことを確認

し，承諾を得た。
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示されていない園もあれば，10曲以上課している園もあり，実習園によるピアノ課題の負担に大

きな偏りがあるという実態が見えてくる。

Ⅰ－３．音楽表現活動の事前準備で悩んだこと・困ったこと

　音楽表現活動の事前準備について，どのようなことに悩んだり困ったりしたかについて，回

答結果は図５の通りである。「ピアノが苦手」が56％と突出しており，ピアノに対する苦手意識

が実習に対する大きな不安要素の一つとなっていることが伺える。「手遊び等のレパートリーが

少ない」が37％という結果も同じく不安要素となっている。「具体的な曲の指示がない」17％と

いう回答については，「好きな曲」や「季節の歌」を持ってくるようにといった園からの指示が，

実習生にとってはどうしたらよいのかわからずに不安を感じるようである。「知らない曲だった」

16％については，学生が古い童謡を知らないケースが多いようである。また，園歌を実習の課題

に出されることも多く，楽譜から音楽を想起する力がなければ難しい課題である。その他，「曲

数が多い」8％，「どの程度まで仕上げればよいかわからない」8％，「アレンジの違う楽譜を渡さ

れた」6％という結果となった。
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図４ 事前に課題として出された曲数は？ n=98 平均 3.4曲 

図５ 音楽表現活動の事前準備について，どのようなことに悩んだり困ったりしましたか？ 
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図４ 事前に課題として出された曲数は？ n=98 平均 3.4曲 

図５ 音楽表現活動の事前準備について，どのようなことに悩んだり困ったりしましたか？ 

n=98 複数回答 
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Ⅱ　実習中

Ⅱ－１．園で実際に行われていた音楽表現活動について

　園で行われていた音楽表現活動に関する質問で，結果は図６の通りである。「歌」99%，「手遊

び」89％，「ダンス」80％が突出していることがわかる。「歌」と「手遊び」は日常的に保育の中

で行われていることが伺える。「ダンス」については，実習期間が運動会シーズンということも

あり，いずれの学年でも運動会に向けた練習が行われていたようである。リトミックを行ってい

る園も多く，56％が活動をしていた。29％の「楽器演奏」では，合奏，鼓笛のような活動の他，

鍵盤ハーモニカを教育的に扱っているという実態が自由記述から見られた。「楽器あそび」が13

％とある。「楽器あそび」とは，楽器を使ってゲームをしたり，新聞紙やペットボトルなどを楽

器に見立てて遊んだりするような活動であり，アンケートでは，あえて合奏等を目的とする「楽

器演奏」と項目を分けている。６％の「音さがし」は音に耳を澄ませたり，屋内外で音を探した

りするようなネイチャーゲームに近い活動である。サウンドスケープ（２）などが一例である。

Ⅱ－２．実習期間中にピアノを弾いた日数・曲数・曲名

　幼稚園教育実習15日間の中でピアノを弾く機

会があったかどうかの質問であり，回答は図７

の通りである。98％がピアノを弾いたとあり，

やはり幼稚園教育実習においてピアノが求めら

れていることが読み取れる。

　また，15日間中，何日程度弾いたかという質

問の回答が図８の通りである。日数が最も多か

ったのは14日間であり，ほぼ毎日弾いたことに

なる。４日間という回答が最も多く，平均では

6.1日である。実習期間中，ピアノをまったく

 

Ⅱ－２．ピアノを弾く機会の有無 

7%
6%

13%
29%

56%
80%

89%
99%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

その他
音さがし

楽器あそび
楽器演奏（合奏、鼓笛、マーチング等）

リトミック、リズム体操
ダンス

手あそび
歌

図６ 園で実際に行われていた音楽表現活動はどのようなものでしたか？ n=98 複数回答 
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図７ 幼稚園教育実習 15日間でピアノを弾く 

機会はありましたか？ n=98 
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図６ 園で実際に行われていた音楽表現活動はどのようなものでしたか？ n=98 複数回答 
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図７ 幼稚園教育実習 15日間でピアノを弾く 

機会はありましたか？ n=98 
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弾かなかった者が２名いた。その学生たちは，「ピアノを弾く機会がまったくもらえず，15日間

の実習で学べることが少なった」「１曲でもピアノを弾かせてもらえた方が良いと思った」と自

由記述で述べている。

　さらに，実習生が弾いた曲数が図９，曲名は表１の通りである。曲数については，平均4.3曲

であった。事前にもらった課題曲数の平均が3.4曲であるから，実習開始後に追加された課題曲

を準備する必要が生じているという実態が浮かびあがる。

　具体的に扱っている曲は，季節の歌である「とんぼのめがね」「どんぐりころころ」「大きなく

りの木の下で」などが数多く演奏されている他，「おべんとう」「おかえりのうた」「朝のうた」

など生活の歌，行事のうたである「運動会のうた」，各園の「園歌」という課題も多いことがわ

かる。園によっては仏教歌や讃美歌なども課題としている。
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図８ 実習期間中，何日程度ピアノを弾きましたか？ n=98 平均 6.1 日
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図９ 実習期間中，何曲程度ピアノを弾きましたか？ n=98 平均 4.3曲 
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図８ 実習期間中，何日程度ピアノを弾きましたか？ n=98 平均 6.1 日
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図９ 実習期間中，何曲程度ピアノを弾きましたか？ n=98 平均 4.3曲 
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表１　幼稚園教育実習で実習生が弾いた曲一覧

曲名 数 曲名 数 曲名 数

とんぼのめがね 76 あの青い空のように 2 おむねをはりましょ 1

おべんとう 41 おばけなんてないさ 2 おんまはみんな 1

おかえりのうた 39 おはよう 2 かまきりじいさん 1

運動会のうた 27 おはようあくしゅ 2 神様にかんしゃ 1

どんぐりころころ 22 おひさまとあくしゅ 2 かんしゃ（聖歌） 1

大きなくりの木の下で 18 おもちゃのチャチャチャ 2 きのこ 1

朝のうた 16 たのしいね 2 きらきら星 1

園歌（各園） 15 つき 2 くだものれっしゃ 1

おはようのうた 13 七つの子 2 こおろぎ 1

山の音楽家 12 ハッピーバースデートゥーユー 2 讃美歌 1

さよならのうた 10 南の島のハメハメハ大王 2 さんぽ 1

十五夜さん 7 むすんでひらいて 2 しっている 1

かもつれっしゃ 5 黙想の曲 2 しゃぼん玉 1

てをたたきましょう 5 よいこのあいさつ 2 しょくぜんのおいのり 1

虫のこえ 5 わたくしたちは 2 聖歌 1

わらいんぼコスモス 5 アイスクリームのうた 1 世界中のこどもたちが 1

かえるのうた 4 秋のうた 1 ちから（聖歌） 1

ガンバリマンのうた 4 ありがとうとんとんとん 1 てとてであいさつ 1

小犬のマーチ 4 ありさんのおはなし 1 人形 1

バスごっこ 4 イエスさまがいちばん 1 ののさまに 1

ゆりかごのうた 4 うたえバンバン 1 パプリカ 1

おじいちゃまおばあちゃま 3 おかたづけ 1 はをみがきましょう 1

しあわせならてをたたこう 3 おじいちゃんのおとし 1 ピクニック 1

シューベルトの子守歌 3 おじいちゃんもおばあちゃんも 1 ぼくのミックスジュース 1

どんな色がすき 3 おててをきれいに 1 ミッキーマウスマーチ 1

まつぼっくり 3 おねむり（歌詞なし） 1 みもたまも 1

やきいもグーチーパー 3 おはようチャチャチャ 1 夜が明けた 1

　 おひるのうた 1 ワイワイうんどうかい 1
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Ⅱ－３．実習中の音楽表現活動について悩んだこと・困ったこと

　幼稚園教育実習中に実習生が行った音楽表現活動について，悩んだこと・困ったことについて，

福士・名郷（2011）らが用いた手順に倣って分析を行った結果が表２の通りである。なお，以下

よりテキストデータは「　」，グループは＜　＞，構成概念を【　】内で表す。

　実習生が実習中の音楽表現活動について悩んだこと・困ったことを分析した結果，【音楽的技

術】【指導技術】【課題の習熟】【精神的影響】【教材研究】【保育の気づき】の６つの構成概念が

浮かび上がってきた。

　【音楽的技術】のテキストデータには，「ピアノが苦手」「ピアノに集中して声をかけられなか

った」「ピアノが止まってしまって子どもたちが気持ちよく歌えなかった」など＜ピアノ技術＞

に関する内容，また，「子どもたちに聞こえるように歌うことの難しさ」などの＜歌唱技術＞に

関わる内容が見られた。

　【指導技術】では，「歌詞の伝え方がうまくいかなかった」「子どもの知らない曲の指導の進め方」

という＜指導の手順＞の他，「子どもを見ながら歌う」「ながら演奏」「ピアノを弾きながら歌詞

を伝えることが難しい」「先歌いができない」といった保育特有の＜マルチタスク＞に困難を覚

えたようである。

　【課題の習熟】に関する内容は，「課題が多すぎる」「間違えて止まってしまう」といった＜曲

の難易度＞に関する内容，「日誌や指導案が大変でピアノの練習に時間を費やせない」といった

＜時間の足りなさ＞が見られた。

　【精神的影響】については「経験が少ないので不安だった」「自信をもって弾ける曲が少ない」

「緊張で間違えてしまう」といった＜マイナス思考＞的な内容や，「いきなり手遊びをやってくだ

さいと言われた」という＜不意の指示＞などが挙げられた。

　【教材研究】では「季節の歌がわからなかった」や「選曲に迷った」といった＜レパートリー

不足＞がある。

　【保育の気づき】は，「年齢に合わせたテンポ設定が難しい」「状況に応じた弾き方ができない」

「子どもの様子に合わせる難しさ」といった＜実践力＞に結びつくような内容が挙げられた。また，

「ピアノの向きの関係で子どもたちに後ろ向きで弾くしかできなかった」という＜環境構成＞への

気づきも見られた。

　これらの悩んだこと・困ったことは，自分に足りないものへの気づきであり，発見とも受け取

れる。実践を通してピアノ特有の技術だけでは足りないことに気がついているようである。保育

に必要な技術や指導技術への認識の高まりが窺える。
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表２　実習中の音楽表現活動について悩んだこと・困ったことの分析結果

＜グループ＞ 「代表的なテキストデータ」 データ数

【音楽的技術】

＜ピアノ技術＞ 「ピアノが苦手」「ピアノに集中して声をかけら
れなかった」「ピアノが止まってしまって子ど
もたちが気持ちよく歌えなかった」

18

＜歌唱技術＞ 「子どもたちに聞こえるように歌うことの難し
さ」

5

【指導技術】

＜指導の手順＞ 「説明の仕方」「歌詞の伝え方がうまくいかなか
った」「子どもの知らない曲の指導の進め方」「歌
詞の復習の進め方」

11

＜マルチタスク＞ 「子どもを見ながら歌う」「ながら演奏」「ピア
ノを弾きながら歌詞を伝えることが難しい」「先
歌いができない」「子どもを見ながらの弾き歌
い」

14

【課題の習熟】

＜曲の難易度＞ 「間違えて止まってしまう」「途中から始めるこ
とができない」「ゆっくりになってしまった」

10

＜時間の足りなさ＞ 「課題が多すぎる」「日誌や指導案が大変でピア
ノの練習に時間を費やせない」

6

【精神的影響】

＜マイナス思考＞ 「経験が少ないので不安だった」「自信をもって
弾ける曲が少ない」「緊張で間違えてしまう」

10

＜不意の指示＞ 「いきなり手遊びをやってくださいと言われた」
「急な曲の追加」

4

【教材研究】

＜レパートリー不足＞ 「季節の歌がわからなかった」「選曲に迷った」
「手遊びのレパートリーがない」

6

【保育の気づき】

＜実践力＞ 「年齢に合わせたテンポ設定が難しい」「状況に
応じた弾き方ができない」「子どもの様子に合
わせる難しさ」

9

＜環境構成＞ 「ピアノの向きの関係で子どもたちに後ろ向き
で弾くしかできなかった」

3
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Ⅲ　実習後

Ⅲ－１．実習を通しての音楽表現活動の学び

　実習を通しての音楽表現活動に関する学びの分析結果を表３に示す。構成概念は【音楽的技

術】【指導技術】【課題の習熟】【精神力】【教材研究】【保育の気づき】の６つに分けられた。

　【音楽的技術】に関して，＜ピアノ技術＞＜歌唱技術＞に関する内容の他，「先生がアレンジを

加えていた」「楽譜通りに弾く必要はない」といった＜アレンジ＞に言及するデータが出てきた。

また，「歌の場面や表情などを想像させながら歌うこと」「保育者が歌詞をしっかりと覚えていな

いと，子どもたちが元気に歌えなくなってしまう」「リトミックで水の音を使って，いるかやわ

かめの動きをしていた遊びが印象に残った」などといった＜表現力＞に関する内容が多く挙がっ

ていた。実践を通じて，楽器操作に関するテクニカルな内容より＜アレンジ＞＜表現力＞に関す

る学びが大きかったようである。

　【指導技術】では「初めて歌う曲の教え方」といった＜指導の手順＞の他，「子どもたちが歌い

やすいように歌詞や歌のイメージを先に伝えることが大切」「歌詞を理解してもらえるよう，振

付や絵を通してわかりやすく説明していた」「子どもたちに聞き取りやすい声で話すことが大切」

「先歌いの大切さ」「『大きい声』とは言わず，『きれいな声』『元気な声』と伝えると良い」「歌詞

がイメージしやすい教材の準備」「間違えても続ける」「歌う前に歌詞の確認をすると歌いやすい」

「歌詞は保育者の口の動きなどを見せてわかりやすく伝える」などといった＜指導の工夫＞に関

する内容が充実していた。また，「静かにしてほしいときにピアノを弾いて，子どもが眠るポー

ズをとることがあった」「ピアノでの行動の促しができることが勉強になった」といった＜ツー

ルとしての音楽＞について触れられていた。現在推し進められている子ども主体の保育とは逆行

するような内容ではあるが，実習生にとっては新鮮に映ったのかもしれない。

　【課題の習熟】に関して，＜練習＞の重要性に実践を通して改めて気がついたようである。当

事者として子どもに関わることで，「練習の大切さ」について経験を通じて再認識できたことは

大きな意味を持つことでもある。

　【精神力】では「ピアノを毎日弾くことで子どもたちを見ながら弾けるようになった」「緊張し

なくなった」「毎日弾かせてもらうことで慣れてくる」といった＜場慣れ＞の感覚を獲得できた

ようである。これが非常に重要なことで，実践を積み重ねることでしか培えない感覚である。実

習中の＜マイナス思考＞的な感覚がこの＜場慣れ＞のポジティブな感覚に変容していくことが望

ましい成長プロセスであると考える。

　【教材研究】の，「手遊びのレパートリーが増えた」「クイズ形式の手遊びが子どもの興味をひ

いていた」「子どもたちの好きな音楽を知ることの大切さ」など，実習で保育者や子どもたちが

行っている手遊び等を観察することでレパートリーの幅が増えることは実習のもつ大きな意義で

ある。また，「たとえば３番まである歌は最後まで歌うこと」「歌一つ歌うにもきちんとねらいを

持つべき」といった＜教材への姿勢＞の表れもデータから見られた。

― 24 ―



鈴木範之：ピアノ弾き歌い指導に関する考察

　【保育の気づき】では，「歌詞についてなどの声をかけることでコミュニケーションもとれる」

「子どもたちの様子に合わせた進め方」など＜実践力＞の成長に繋がる記述や，「子どもはみんな

音楽表現活動が好き」「子どもたちが音楽に体で反応する」「音楽表現活動に関わることで豊かな

感性が芽生え，子どもの成長に大きく繋がる」「子どもの普段の様子をよく見て活動を考える」

という＜子どもへのまなざし＞的な視点が生まれていた。さらに，「保育者の笑顔」「保育者が楽

しそうに歌うことで子どもたちが興味をもってくれる」「音楽に触れられる環境設定」といった

＜環境構成＞の点にも触れられていた。

表３　実習を通しての音楽表現活動の学びの分析結果

＜グループ＞ 「代表的なテキストデータ」 データ数

【音楽的技術】

＜ピアノ技術＞ 「子どもの歌いやすいテンポ」 2

＜歌唱技術＞ 「歌詞がはっきりと聞き取れる声で」 3

＜アレンジ＞ 「先生がアレンジを加えていた」「楽譜通りに弾
く必要はない」

4

＜表現力＞ 「歌の場面や表情などを想像させながら歌うこ
と」「保育者が歌の歌詞やリズムをしっかりと
把握していないと子どもたちが戸惑ってしま
う」「保育者が歌詞をしっかりと覚えていない
と，子どもたちが元気に歌えなくなってしまう」

「リトミックで水の音を使って，いるかやわか
めの動きをしていた遊びが印象に残った」

10

【指導技術】

＜指導の手順＞ 「初めて歌う曲の教え方」 3

＜指導の工夫＞ 「子どもたちが歌いやすいように歌詞や歌のイ
メージを先に伝えることが大切」「先歌いのタ
イミング」「左右対称で振付をする」「歌詞を理
解してもらえるよう，振付や絵を通してわかり
やすく説明していた」「子どもたちに聞き取り
やすい声で話すことが大切」「先歌いの大切さ」

「『大きい声』とは言わず，『きれいな声』『元気
な声』と伝えると良い」「歌詞がイメージしや
すい教材の準備」「子どもが初めて歌う歌は主
旋律がはっきりとしている伴奏が良い」「間違
えても続ける」「歌う前に歌詞の確認をすると
歌いやすい」「子どもたちでもわかりやすい楽
譜の作り方」「歌詞は保育者の口の動きなどを
見せてわかりやすく伝える」

18
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Ⅲ－２．実習前後を振り返ったとき，実習生に対し，実習園または養成校からどのような課題・

指示があると良いか

　実習前後を振り返り，実習生に対し，実習園または養成校から，事前にどのような課題・指示

＜ツールとしての音楽＞ 「子どもたちがざわついている時に手遊びやピ
アノを用いて歌うと効果的」「静かにしてほし
いときにピアノを弾いて，子どもが眠るポーズ
をとることがあった」「ピアノでの行動の促し
ができることが勉強になった」

5

【課題の習熟】

＜練習＞ 「練習の大切さ」 2

【精神力】

＜場慣れ＞ 「ピアノを毎日弾くことで子どもたちを見なが
ら弾けるようになった」「緊張しなくなった」「毎
日弾かせてもらうことで慣れてくる」

7

【教材研究】

＜レパートリー＞ 「手遊びのレパートリーが増えた」
「年齢に合った曲の選び方」
「クイズ形式の手遊びが子どもの興味をひいて
いた」「子どもたちの好きな音楽を知ることの
大切さ」

7

＜教材への姿勢＞ 「たとえば３番まである歌は最後まで歌うこと」
「歌一つ歌うにもきちんとねらいを持つべき」

3

【保育の気づき】

＜実践力＞ 「歌詞についてなどの声をかけることでコミュ
ニケーションもとれる」「子どもたちの様子に
合わせた進め方」「リトミックの専門の先生の
指導が参考になった」

5

＜子どもへのまなざし＞ 「子どもはみんな音楽表現活動が好き」「子ども
たちが音楽に体で反応する」「音楽表現活動に
関わることで豊かな感性が芽生え，子どもの成
長に大きく繋がる」「子どもの普段の様子をよ
く見て活動を考える」

7

＜環境構成＞ 「保育者の笑顔」「保育者が楽しそうに歌うこと
で子どもたちが興味をもってくれる」「音楽に
触れられる環境設定」

4
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があると良いかというデータを分析した結果が表４である。これに関する構成概念は【音楽的技

術】【指導技術】【教材研究】【課題の提示】【環境】【サポート体制】の６つであった。

　【音楽的技術】に関して，「『楽譜通りに弾く』という指導はいらないと感じた」「アレンジの方

法」とあるように，＜アレンジ技法＞に関する内容の充実が求められている。

　【指導技術】では，「子どもの知らない曲が多すぎて大変だった」「歌を歌う時間の模擬保育」

などといった＜指導方法＞に関する内容であった。

　【教材研究】では，「園生活の中での曲の使われ方」「子どもたちが普段行っている遊びや活動」

といった＜園生活の中での音楽活動＞について知りたいという意見があった。また，「あそびう

た，リズム体操の紹介」「ピアノだけでなく，ダンスや体操の曲を教えてほしい」「園で流行って

いる曲」「手遊びなどを増やせるような課題」といった＜あそびうたの充実＞を求める意見も多

くあった。＜ツールとしての音楽＞の使い方を知りたいという意見あった。

　【課題の提示】は，主に事前訪問時に確認したい内容である。「楽譜をもらえると準備しやすい」

「曲名，楽譜，何番まで歌うのか，譜面通りに進めるのか」「楽譜を渡すだけではなく，子どもた

ちが知っている曲かどうか教えてほしい」など，＜課題の具体性＞を求める意見が非常に多く見

られた。また，それに付随して＜実習日程＞についても早めに知りたいということであった。

　【環境】については，「配当クラス」や「保育者の声かけ」，「歌う予定の歌」など，＜実習環境＞

についての情報を事前に詳しく知りたいとのことであった。

　【サポート体制】として，「施設実習のように先輩からのアドバイス等をもらえる機会がほしい」

という＜支援体制＞に関する要望もあった。やはり実習を経験した先輩などから直接説明をして

もらえることで，不安の払拭に繋がるという考え方があるのであろう。

表４　実習前後を振り返り，どのような課題・指示があると良いかについての分析結果

＜グループ＞ 「代表的なテキストデータ」 データ数

【音楽的技術】

＜アレンジ技法＞ 「『楽譜通りに弾く』という指導はいらないと感
じた」「アレンジの方法」

4

【指導技術】

＜指導方法＞ 「子どもの知らない曲が多すぎて大変だった」
「弾く前の声かけ」「歌を歌う時間の模擬保育」
「ダンスの振付指導」

4

【教材研究】

＜園生活の中での音楽活動＞ 「園生活の中での曲の使われ方」「子どもたちが
普段行っている遊びや活動」

4
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＜あそびうたの充実＞ 「あそびうた，リズム体操の紹介」「季節の歌を
もっと知りたい」「ピアノだけでなく，ダンス
や体操の曲を教えてほしい」「園で流行ってい
る曲」「手遊びをする機会をもっと増やしてほ
しい」「手遊びなどを増やせるような課題」

9

＜ツールとしての音楽＞ 「静かにさせるとき，並ばせるときのピアノの
使い方」「園独自のピアノの使い方などがあれ
ば事前に知りたい」

3

【課題の提示】

＜課題の具体性＞ 「楽譜をもらえると準備しやすい」「ピアノの練
習期間を加味して課題を出してほしい」「曲数
が多すぎると辛い」「課題をはっきりと出して
ほしい」「『好きな季節の歌』という指示より，
具体的な曲名の方がわかりやすい」「子どもた
ちが歌ったことがあるかどうか，実習前に歌う
かどうか」「楽譜の提供」「具体的な曲名」「楽
譜を渡すだけではなく，子どもたちが知ってい
る曲かどうか教えてほしい」「見やすい楽譜が
ほしかった」「課題を少なめにしてほしい」「そ
の歌を子どもが知っているかどうかは事前に
教えてほしい」「曲名，楽譜，何番まで歌うの
か，譜面通りに進めるのか」「後から急に課題
曲を追加されるのは困る」「もらった楽譜の中
でメインに弾く曲はどれなのか」「「参考動画

（YouTube 等）の指示」」

26

＜実習日程＞ 「部分実習，一日実習の日数」「事前訪問時に細
かく実習日程を教えてほしかった」

4

【環境】

＜実習環境＞ 「配当クラスを早めに知りたい」「登園，給食，
降園の様子，保育者の声かけを事前に知りたい」

「今クラスで歌っている歌，実習期間中に歌う
予定の歌を具体的に教えてもらいたい」「子ど
もたちと普段歌っている歌」「音楽を使う場面
での環境構成」「その音楽をどのような場面で
使うのかなど」

8

【サポート体制】

＜支援体制＞ 「施設実習のように先輩からのアドバイス等を
もらえる機会がほしい」

1
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５．考察

　アンケートの結果を基に，幼稚園教育実習の音楽表現活動に関する実態や課題について総合的

に検討し，保育者養成校におけるピアノ弾き歌い指導のあり方について考察する。

⑴　音楽表現活動の課題の内容と分量について

　幼稚園教育実習においては，音楽表現活動として「歌」「手遊び」，そして運動会という時期的

な背景もあって「ダンス」が多く行われていた。ピアノを弾く機会は，15日間中，平均して6.1

日間で，実習生が弾いた曲は，「とんぼのめがね」「運動会のうた」「どんぐりころころ」「大きな

くりの木の下で」などの季節の歌，また，「おべんとう」「おかえりのうた」「朝のうた」などの

生活の歌が多く見られた。

　事前訪問で音楽表現活動に関する事前準備等の課題・指示があったのは，約９割である。その

中で約７割は楽譜等により課題を受け取っている。事前課題として提示される曲数は平均3.4曲

に対し，実習生が実習期間中に弾いた曲数は平均4.3曲であった。しかし実際は園により大きな

偏りがあり，１曲も弾かずに実習を終えるという園もあれば，10曲以上課している園もある。こ

のように，課題の分量の偏りという問題点が今回の調査で浮き彫りとなった。これについては，

課題の分量に一定の基準を持たせるなどして，負担の偏りを小さくするような仕組みが必要であ

ろう。

　今回の研究調査は実習生を対象としたアンケート調査であり，実習園側の課題提示の意図につ

いて明らかにできていない。課題を数多く提示している園の意図として推察されるのは，数多く

ピアノを弾く機会を提供することが実習生のためになるという考えである。しかし，課題が多い

ことは，かえって実習生のピアノに対する不安を増幅するに過ぎないことは，本研究調査からも

明らかである。特にピアノに苦手意識を抱いている学生にとっては精神的に大きな負担であろ

う。短期間の実習における課題曲数は，学生の能力に応じて２曲～６曲程度に留め，日誌や指導

案作成などの時間を実習期間内で十分に充てられるようにすることが望ましいと筆者は考える。

養成校は実習園に対して，こうした実習生の実習不安や実態を伝え，幼稚園教育実習における

【課題の提示】について指針を示していく努力が必要である。

⑵　音楽表現活動で実習生が感じる困難や不安について

　音楽表現活動で実習生が直面する困難とは，「緊張して弾けなくなってしまう」「子どもに合わ

せて弾くことが難しい」「先歌いができない」などといった【音楽的技術】の面での困難や，「季

節の歌の選曲の方法がわからない」「歌詞の伝え方をどうすればよいのかわからない」「状況に応

じた弾き方が難しい」など【指導技術】【教材研究】【環境】の面での困難などである。こうした

困難を乗り越えられるような【課題の提示】の方法を，養成校ならびに実習園において丁寧に考

えることが重要であると考える。

　「毎日弾かせてもらうことで慣れてきた」，「ピアノを弾く機会がまったくもらえず，15日間の

実習で学べることが少なった」という対照的な記述からわかるように，同じ曲を弾く日数が多い
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ほど自信につながるようである。たとえば同じ１曲を毎日繰り返し弾かせてもらう機会をつくる

ことで，実習期間を通してピアノに対する自信をつけることができるのではないだろうか。さら

にこうした曲をピアノ弾き歌い科目の中で課題とし，複数回の授業冒頭に同じ曲を弾き歌いする

機会をつくるなど，ピアノに慣らしていくような授業運営をしていくことが【精神力】の向上へ

と結びつくであろう。実習と専門科目を関連づけるような授業運営の工夫が求められる。

　今後は，養成校と実習園の連携を強化する必要性を感じた。音楽表現活動の事前準備に関し

て，「ピアノが苦手」「手遊び等のレパートリーが少ない」こと等が，実習不安を増幅しているこ

とがわかった。このことから，実習に行く前の授業等で，不安要素を少しでも払拭させるための

サポートを充実していくことが今後必要であろう。

６．今後の課題

　ピアノ経験者は年々減少の一途を辿っている。ピアノ（電子ピアノ・電子キーボード含む）生

産台数および国内・国外の受入台数を見ると，2007年は333,658台に対し，2017年は26,112台であ

る（３）。10年前と比べて１割にも満たない驚くべき数字である。この数字が保育者を目指す学生

のピアノ経験者減に繋がっていることは想像に難くない。そのような社会的背景も黙視できない

のである。

　そのような社会的背景の中で，実習前の段階での指導体制について，具体的な課題の提示や，

実際に子どもたちの前で弾き歌いをするような場面設定をした模擬保育の実施など，課題設定の

工夫をすることが求められる。

　ピアノ弾き歌い指導を考える上で重要なのは，冒頭にも述べたように，ピアノの演奏技術と

保育の表現技能とを円で重ねたとき，重ならない部分の保育の表現技能を強化することである。

＜ピアノ技術＞や＜歌唱技術＞ばかりにとらわれず，学生が実習を経験して必要性を感じた

【保育の気づき】につながる＜アレンジ技法＞や＜指導方法＞の充実，そして実習では＜課題の

具体性＞という具体的な支援が望まれる。そのためには，授業という枠だけでなく，実習科目

と音楽関連科目の連携の強化，養成校と実習園との連携の強化，先輩と後輩の縦の連携の強化

など，実習全体の【サポート体制】づくりが重要である。

　今後はこうした支援体制の構築に向けて熟考し，ピアノ弾き歌いに関する科目の指導内容と，

幼稚園教育実習や保育実習の指導内容との適切なすり合わせを行っていくことが課題である。

注

⑴　たとえば「うみ」という同じ曲名でも，林柳波作詞・井上武士作曲の「うみ」と，天野蝶作

詞・一宮道子作曲の「うみ」がある。前者は小学校１年生の歌唱共通教材でもあり学生の多

くが知っているが，後者は永倉栄子編『幼児リトミック』（チャイルド社，1998）に掲載さ

れており，「天野式リトミック」で取り上げられている歌であるが，ほとんどの学生は耳に
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したことがないようである。

⑵　サウンドスケープSoundscapeとは，カナダの作曲家マリー・シェーファー（M. Schafer, 

1933-）が提唱した概念で，「音風景」などと訳されることが多い。Landscape（風景）と

Sound（音）を組み合わせた造語である。

⑶　経済産業省大臣官房調査統計グループ「平成29年―2017―経済産業省生産動態統計年報 繊

維・生活用品統計編」URL：https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/（2019年12月27

日参照）
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ア
キ
レ
ス
の
戦
野

　
　
　
明
る
い
日
々
は
天
使

　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
種
子

　
　
　
永
劫
の
光
と
ゴ
ル
ゴ
ン
の
顔
を
防
ぐ

　
　
　
陽
は
盾

　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
草

　
　
　
鉄
の
戦
野
と
真
鍮
の
空
に
土
着
の
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⑷
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年
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徹
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Ｓ
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odern W

riter 
and H

is W
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〇
‐
五
一
）、
東
京
大
学
で
十
二
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
講
義
を
も

と
に
し
た
も
の
。
一
九
五
一
年
に
研
究
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
翌
一
九
五

二
年
に
は
、
同
じ
く
研
究
社
か
ら
『
現
代
の
英
文
学
』
と
し
て
翻
訳
出

版
。
原
著
は
後
に
、
改
訂
増
補
版
が
英
国
で
も
出
版
さ
れ
た
。

⑸
　『
詩
と
神
話
』、
十
一
頁
。

⑹
　
同
右
、
十
二
頁
。

⑺
　T

he M
odern W

riter and H
is W

orld, p.413.

⑻
　『
詩
の
発
生
』、
五
七
頁
。

⑼
　
同
右
、
七
八
頁
。

⑽
　
同
右
、
七
七
頁
。

⑾
　『
星
野
徹
詩
論
集
Ⅰ
』、
六
〇
‐
六
一
頁
。

⑿
　
同
右
、
六
九
頁
。

⒀
　
同
右
、
七
二
頁
。

⒁
　T

he M
odern W

riter and H
is W

orld, pp. 406-407.

⒂
　
菅
野
弘
久
「
星
野
徹
の
イ
ー
デ
ィ
ス
・
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
批
評
」、『
常
磐

短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
四
号
、
一
六
‐
三
四
頁
。

⒃
　T

he M
odern W

riter and H
is W

orld, pp.431-432.

⒄
　『
星
野
徹
詩
論
集
Ⅰ
』、
七
三
頁
。

参
考
文
献

星
野
徹
「
詩
と
神
話
」（
一
九
六
〇
）、『
詩
と
神
話
』（
思
潮
社
、
一
九
六
五
）

星
野
徹
「
豊
饒
の
女
神
」（
一
九
六
〇
）、『
星
野
徹
詩
論
集
Ⅰ
』（
笠
間
書
院
、

一
九
七
五
）

星
野
徹
「
石
と
の
対
話
」（
一
九
六
七
‐
六
八
）、『
詩
の
発
生
』（
思
潮
社
、
一

九
六
九
）

星
野
徹
『PERSO

N
A

E

』（
国
文
社
、
一
九
七
〇
）

星
野
徹
『
星
野
徹
全
詩
集
』（
沖
積
舎
、
一
九
九
〇
）

菅
野
弘
久
「
星
野
徹
の
イ
ー
デ
ィ
ス
・
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
批
評
」、『
常
磐
短
期

大
学
研
究
紀
要
』
第
四
四
号
（
二
〇
一
五
）、
一
六
‐
三
四
頁
。

Fraser, G.S., T
he M

odern W
riter and H

is W
orld

（K
enkyusha, 

1951

）［
Ｇ
・
Ｓ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
／
上
田
勤
・
木
下
順
二
・
平
井
正
穂
訳
『
現

代
の
英
文
学
』（
研
究
社
、
一
九
五
二
）］

R
aine, K

athleen, T
he C

ollected Poem
s of K

athleen R
aine 

（H
am

ish H
am

ilton, 1956

）

― 33 （　）―20



常磐短期大学研究紀要　48号（2019年度）

詩
人
の
自
我
、
知
性
は
、
そ
の
樹
木
の
生
長
を
助
成
し
見
守
る
園
丁

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
樹
木
、
す
な
わ
ち
創
作
コ
ン

プ
レ
ク
ス
が
発
芽
し
成
長
す
る
土
壌
こ
そ
、
神
話
の
世
界
、
詩
人
の

集
合
的
無
意
識
の
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う）

（1
（

。

　
こ
の
一
節
は
、
神
話
批
評
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
詩
の
可
能
性
へ
の
期

待
と
い
う
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
批
評
に
も
不
可
避
的
に
あ
る
方
法
論
の
限

界
を
認
め
た
う
え
で
の
発
言
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
場
合
、
そ
の
す
く
い
き

れ
な
い
部
分
に
こ
そ
神
話
的
想
像
力
の
可
能
性
が
あ
り
、
詩
が
生
ま
れ
る
と

の
信
念
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
、
星
野
に
よ
る
詩
人
と
し
て
の
慎

ま
し
い
、
し
か
し
確
固
た
る
意
志
の
表
明
で
も
あ
る
。

注⑴
　
日
本
で
は
、
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
と
い
え
ば
、
小
泉
一
郎
訳
『
ブ
レ

イ
ク
』（
研
究
社
、一
九
五
六
）、岡
本
通
訳
『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
』（
研
究
社
、

一
九
五
七
）、
吉
村
正
和
訳
『
ブ
レ
イ
ク
と
古
代
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
）

な
ど
の
訳
書
を
通
じ
て
、
文
学
研
究
者
と
し
て
の
印
象
が
強
い
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
始
ま
る
片
瀬
博
子
に
よ
る
翻
訳

作
業
と
安
藤
一
郎
に
よ
る
論
考
（
た
と
え
ば
「K

athleen Raine

の
印
象
」

『
英
語
青
年
』
一
九
五
六
年
六
月
号
）
を
除
け
ば
、
ま
と
ま
っ
た
レ
イ
ン

論
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
詩
壇
の
反
応
で
あ
る
。
片
瀬
博
子

訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』（
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
六
〇
）
の
ほ
か
、

翻
訳
に
は
、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』（
思
潮
社
、

一
九
七
五
）、
佐
藤
健
治
訳
『
空
ろ
な
丘
：
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』

（
芸
風
書
院
、
一
九
八
七
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』

（
書
肆
青
樹
社
、
一
九
九
三
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン

新
詩
集
』（
書
肆
青
樹
社
、
二
〇
〇
一
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・

レ
イ
ン
最
後
詩
集
』（
書
肆
青
樹
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど
が
あ
る
。

⑵
　『
白
亜
紀
』
四
号
に
「
サ
ム
ソ
ン
」"Sam

son"

、
十
四
号
に
「
鉢
の
木
」

"T
he T

rees in T
ubs"

、
十
八
号
に
は
「
収
穫
」"H

arvest"

が
訳
載

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
サ
ム
ソ
ン 

　　
　
　
出
口
を
お
さ
が
し
　
さ
あ
　
盲
目
の
サ
ム
ソ
ン
　
そ
の
指
で

　
　
　
掛
金
を
さ
ぐ
り
　
扉
を
ひ
ら
い
て

　
　
　
空
を
導
き
入
れ
る
の
で
す
　
そ
の
虚
ろ
な
眼
窩
で

　
　
　
暗
黒
の
寺
院
を
　
太
陽
に
向
っ
て
ひ
ら
く
の
で
す

　
　
　
鉢
の
木

　　
　
　
ち
い
さ
な
月
桂
樹
　
あ
な
た
の
根
は

　
　
　
山
を
巻
く
こ
と
は
な
い
が
　
あ
な
た
の
葉
は
ひ
ろ
が
る

　
　
　
あ
な
た
の
世
界
を
こ
え
　
わ
た
し
の
魔
法
の
杖
の
中
へ

　
　
　
そ
し
て
ひ
ろ
げ
る
　
わ
た
し
の
思
想
の
中
へ

　
　
　
蕾
を
も
つ
常
緑
の
時
間
を

　
　
　
収
穫

　　
　
　
陽
は
英
雄
の
盾

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
星
野
の
詩
学
形
成
に
同
じ
く
影
響
の
あ
っ
た
イ
ー
デ

ィ
ス
・
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
と
並
べ
て）

（1
（

、
女
神
ま
た
は
詩
神
と
し
て
の
女
性
に
献

身
す
る
の
が
男
性
詩
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
詩
人
は
そ
の
女
神
を
代
表

し
う
る
と
の
判
断
か
ら
、
詩
人
と
し
て
の
存
在
意
義
が
強
調
さ
れ
る
―
―

M
iss Raine rather sees the various types of the m

other 
goddess as stages through w

hich the individual w
om

an 
grow

s,Strange that self’s continuum
 should outlast

T
he V

irgin, A
phrodite and the m

ourning M
other,

and w
hich she m

ay outgrow
, but w

hich nevertheless have 
a m

ore poetic significance than her m
ere individuality; 

they are parts, as it w
ere, w

hich she has to play in 
a sacred dram

a. T
hey are perhaps not actual except 

w
hen em

bodied in the individual w
om

an, but they are 
nevertheless m

ore real than she. T
hey are archetypal roles 

that give the individual existence shape and m
eaning

）
（1
（.

レ
イ
ン
女
史
は
、
ひ
と
り
の
女
性
の
成
長
す
る
諸
段
階
に
母
な
る
女

神
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
て
い
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
個
は
時
を
越
え
て
続
い
て
い
く

処
女
、
恋
の
女
神
、
悲
し
み
の
母

女
性
は
諸
段
階
を
生
き
て
い
く
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
単
に

女
性
の
個
性
な
ど
で
は
な
く
、
そ
の
詩
的
意
義
で
あ
り
、
そ
の
諸
段

階
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
聖
な
る
ド
ラ
マ
で
女
性
の
果
た
す
べ
き
役

割
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
女
性
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば

本
物
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
個
々
の
女
性
よ

り
遥
か
に
現
実
的
で
、
個
々
の
存
在
に
形
と
意
味
を
あ
た
え
る
原
型

的
な
役
割
で
あ
る
。

　
神
話
批
評
で
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の
集
合
的
無
意
識
に
蓄
積
さ
れ
た
人
類

共
通
の
経
験
、
そ
の
原
型
的
イ
メ
ジ
な
い
し
神
話
類
型
が
、
あ
る
条
件
に
よ

っ
て
作
品
に
顕
在
化
す
る
と
き
に
詩
的
感
動
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。
原
型

と
い
う
経
験
の
普
遍
相
と
、
そ
の
作
品
で
の
詩
的
形
象
と
の
有
機
的
関
連
ま

た
は
差
異
に
よ
っ
て
文
学
的
価
値
が
確
定
さ
れ
る
。
レ
イ
ン
の
場
合
も
、
作

品
に
表
象
さ
れ
る
〈
女
性
〉
は
、〈
聖
な
る
ド
ラ
マ
〉
の
実
現
の
た
め
に
〈
具

体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
〉
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
ひ
と
つ
の
〈
役
割
〉

で
し
か
な
い
が
、
同
時
に
〈
個
々
の
存
在
に
形
と
意
味
を
あ
た
え
る
〉
可
能

性
を
ふ
く
み
、〈
本
物
〉
の
詩
的
感
動
を
顕
在
化
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

〈
原
型
的
〉
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
〈
詩
的
意
義
〉
の
獲
得
に
お
い

て
は
、
よ
り
〈
現
実
的
〉
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
レ
イ
ン
の
詩
に
体
現
す
る
神
話
的
想
像
力
に
ふ
れ
な
が
ら
思
考
す
る
「
豊

饒
の
女
神
」
は
、
樹
木
の
イ
メ
ジ
を
借
り
た
、
次
の
こ
と
ば
で
結
ば
れ
て
い

る
―
―

つ
ま
り
詩
は
、
主
知
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
手
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
組

み
立
て
ら
れ
る
機
械
で
あ
る
よ
り
は
、む
し
ろ
一
本
の
樹
木
で
あ
り
、
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詩
人
の
自
我
、
知
性
は
、
そ
の
樹
木
の
生
長
を
助
成
し
見
守
る
園
丁

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
樹
木
、
す
な
わ
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ス
が
発
芽
し
成
長
す
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世
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、
詩
人
の

集
合
的
無
意
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の
世
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う）
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。

　
こ
の
一
節
は
、
神
話
批
評
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
詩
の
可
能
性
へ
の
期

待
と
い
う
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
批
評
に
も
不
可
避
的
に
あ
る
方
法
論
の
限

界
を
認
め
た
う
え
で
の
発
言
と
い
う
べ
き
で
、
こ
の
場
合
、
そ
の
す
く
い
き

れ
な
い
部
分
に
こ
そ
神
話
的
想
像
力
の
可
能
性
が
あ
り
、
詩
が
生
ま
れ
る
と

の
信
念
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
、
星
野
に
よ
る
詩
人
と
し
て
の
慎

ま
し
い
、
し
か
し
確
固
た
る
意
志
の
表
明
で
も
あ
る
。

注⑴
　
日
本
で
は
、
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
と
い
え
ば
、
小
泉
一
郎
訳
『
ブ
レ

イ
ク
』（
研
究
社
、一
九
五
六
）、岡
本
通
訳
『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
』（
研
究
社
、

一
九
五
七
）、
吉
村
正
和
訳
『
ブ
レ
イ
ク
と
古
代
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
）

な
ど
の
訳
書
を
通
じ
て
、
文
学
研
究
者
と
し
て
の
印
象
が
強
い
か
も
し

れ
な
い
。
実
際
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
始
ま
る
片
瀬
博
子
に
よ
る
翻
訳

作
業
と
安
藤
一
郎
に
よ
る
論
考
（
た
と
え
ば
「K

athleen Raine

の
印
象
」

『
英
語
青
年
』
一
九
五
六
年
六
月
号
）
を
除
け
ば
、
ま
と
ま
っ
た
レ
イ
ン

論
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
詩
壇
の
反
応
で
あ
る
。
片
瀬
博
子

訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』（
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
六
〇
）
の
ほ
か
、

翻
訳
に
は
、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』（
思
潮
社
、

一
九
七
五
）、
佐
藤
健
治
訳
『
空
ろ
な
丘
：
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』

（
芸
風
書
院
、
一
九
八
七
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
集
』

（
書
肆
青
樹
社
、
一
九
九
三
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン

新
詩
集
』（
書
肆
青
樹
社
、
二
〇
〇
一
）、
佐
藤
健
治
訳
『
キ
ャ
ス
リ
ン
・

レ
イ
ン
最
後
詩
集
』（
書
肆
青
樹
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど
が
あ
る
。

⑵
　『
白
亜
紀
』
四
号
に
「
サ
ム
ソ
ン
」"Sam

son"

、
十
四
号
に
「
鉢
の
木
」

"T
he T

rees in T
ubs"

、
十
八
号
に
は
「
収
穫
」"H

arvest"

が
訳
載

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
サ
ム
ソ
ン 

　　
　
　
出
口
を
お
さ
が
し
　
さ
あ
　
盲
目
の
サ
ム
ソ
ン
　
そ
の
指
で

　
　
　
掛
金
を
さ
ぐ
り
　
扉
を
ひ
ら
い
て

　
　
　
空
を
導
き
入
れ
る
の
で
す
　
そ
の
虚
ろ
な
眼
窩
で

　
　
　
暗
黒
の
寺
院
を
　
太
陽
に
向
っ
て
ひ
ら
く
の
で
す

　
　
　
鉢
の
木

　　
　
　
ち
い
さ
な
月
桂
樹
　
あ
な
た
の
根
は

　
　
　
山
を
巻
く
こ
と
は
な
い
が
　
あ
な
た
の
葉
は
ひ
ろ
が
る

　
　
　
あ
な
た
の
世
界
を
こ
え
　
わ
た
し
の
魔
法
の
杖
の
中
へ

　
　
　
そ
し
て
ひ
ろ
げ
る
　
わ
た
し
の
思
想
の
中
へ

　
　
　
蕾
を
も
つ
常
緑
の
時
間
を

　
　
　
収
穫

　　
　
　
陽
は
英
雄
の
盾

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
星
野
の
詩
学
形
成
に
同
じ
く
影
響
の
あ
っ
た
イ
ー
デ

ィ
ス
・
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
と
並
べ
て）

（1
（

、
女
神
ま
た
は
詩
神
と
し
て
の
女
性
に
献

身
す
る
の
が
男
性
詩
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
詩
人
は
そ
の
女
神
を
代
表

し
う
る
と
の
判
断
か
ら
、
詩
人
と
し
て
の
存
在
意
義
が
強
調
さ
れ
る
―
―

M
iss Raine rather sees the various types of the m

other 
goddess as stages through w

hich the individual w
om

an 
grow

s,Strange that self’s continuum
 should outlast

T
he V

irgin, A
phrodite and the m

ourning M
other,

and w
hich she m

ay outgrow
, but w

hich nevertheless have 
a m

ore poetic significance than her m
ere individuality; 

they are parts, as it w
ere, w

hich she has to play in 
a sacred dram

a. T
hey are perhaps not actual except 

w
hen em

bodied in the individual w
om

an, but they are 
nevertheless m

ore real than she. T
hey are archetypal roles 

that give the individual existence shape and m
eaning

）
（1
（.

レ
イ
ン
女
史
は
、
ひ
と
り
の
女
性
の
成
長
す
る
諸
段
階
に
母
な
る
女

神
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
て
い
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
個
は
時
を
越
え
て
続
い
て
い
く

処
女
、
恋
の
女
神
、
悲
し
み
の
母

女
性
は
諸
段
階
を
生
き
て
い
く
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
単
に

女
性
の
個
性
な
ど
で
は
な
く
、
そ
の
詩
的
意
義
で
あ
り
、
そ
の
諸
段

階
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
聖
な
る
ド
ラ
マ
で
女
性
の
果
た
す
べ
き
役

割
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
女
性
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば

本
物
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
個
々
の
女
性
よ

り
遥
か
に
現
実
的
で
、
個
々
の
存
在
に
形
と
意
味
を
あ
た
え
る
原
型

的
な
役
割
で
あ
る
。

　
神
話
批
評
で
は
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の
集
合
的
無
意
識
に
蓄
積
さ
れ
た
人
類

共
通
の
経
験
、
そ
の
原
型
的
イ
メ
ジ
な
い
し
神
話
類
型
が
、
あ
る
条
件
に
よ

っ
て
作
品
に
顕
在
化
す
る
と
き
に
詩
的
感
動
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。
原
型

と
い
う
経
験
の
普
遍
相
と
、
そ
の
作
品
で
の
詩
的
形
象
と
の
有
機
的
関
連
ま

た
は
差
異
に
よ
っ
て
文
学
的
価
値
が
確
定
さ
れ
る
。
レ
イ
ン
の
場
合
も
、
作

品
に
表
象
さ
れ
る
〈
女
性
〉
は
、〈
聖
な
る
ド
ラ
マ
〉
の
実
現
の
た
め
に
〈
具

体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
〉
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
ひ
と
つ
の
〈
役
割
〉

で
し
か
な
い
が
、
同
時
に
〈
個
々
の
存
在
に
形
と
意
味
を
あ
た
え
る
〉
可
能

性
を
ふ
く
み
、〈
本
物
〉
の
詩
的
感
動
を
顕
在
化
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

〈
原
型
的
〉
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
〈
詩
的
意
義
〉
の
獲
得
に
お
い

て
は
、
よ
り
〈
現
実
的
〉
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
レ
イ
ン
の
詩
に
体
現
す
る
神
話
的
想
像
力
に
ふ
れ
な
が
ら
思
考
す
る
「
豊

饒
の
女
神
」
は
、
樹
木
の
イ
メ
ジ
を
借
り
た
、
次
の
こ
と
ば
で
結
ば
れ
て
い

る
―
―

つ
ま
り
詩
は
、
主
知
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
手
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
組

み
立
て
ら
れ
る
機
械
で
あ
る
よ
り
は
、む
し
ろ
一
本
の
樹
木
で
あ
り
、
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と
が
予
想
さ
れ
て
も
よ
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
最
後
の
態
度
は
も
う
す

こ
し
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る）

（1
（

。

　〈
抒
情
的
象
徴
的
態
度
〉
は
、
直
接
的
に
は
〈
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
〉
と

結
び
つ
く
が
、
こ
こ
で
は
、〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〉
に
続
く
〈
新
し
い
ロ
マ
ン
テ

ィ
シ
ズ
ム
〉
へ
の
期
待
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
星
野
は
、
右
の
引
用
箇
所

の
あ
と
で
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の
〈
内
向
的
態
度
〉
と
〈
外
交
的
態
度
〉
に
ふ

れ
な
が
ら
、
詩
人
の
主
体
的
自
我
と
創
作
衝
動
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
く
。

〈
外
交
的
態
度
〉
と
は
、
外
界
の
作
用
に
対
し
て
主
体
が
従
属
的
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
を
援
用
し
て
星
野
は
、
詩
人
の
創
作
時
の
意
識
的

な
意
図
や
理
解
を
越
え
て
獲
得
さ
れ
る
〈
象
徴
性
〉
を
重
視
し
て
、
そ
の
う

え
で
創
作
衝
動
と
拮
抗
し
、
そ
の
衝
動
の
顕
現
を
助
長
す
る
主
体
的
自
我
に

価
値
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る
詩
人
の
ひ
と
り
が
レ
イ
ン
で

あ
り
、
そ
の
詩
人
と
し
て
の
志
向
は
、〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
主
知
主
義
を
経
過

し
た
地
点
に
立
つ
抒
情
的
象
徴
的
態
度）

（1
（

〉と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
右
の
引
用
と
関
連
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ

ス
詩
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、〈
幻
想
的
〉（visionary

）
と
も
い
え
る
よ

う
な
、
ユ
ン
グ
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
古
い
神
話
の
象
徴
を
新
し
い
象
徴
主

義
に
転
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
動
き
を
主
導
す
る
詩
人
に
レ

イ
ン
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
―
―

T
he psychologist Jung has draw

n attention to the fact 
that m

yths have a kind of perm
anent validity, that they 

represent stages through w
hich the conscious attitudes of 

each individual life-history m
ust pass, and that they are 

our best m
eans of dram

atising these stages to ourselves 
and m

aking them
 aesthetically objective. W

ith this new
 

interest in m
yths, there has com

e a new
 interest also in the 

only English poet w
ho ever invented his ow

n m
ythology, 

W
illiam

 Blake. For a leading poetess of our ow
n decade, 

M
iss K

athleen R
aine, B

lake is the poet to w
hom

 she 
instinctively turns, just as M

r Eliot in his early days turned 
to D

onne, and A
uden and M

acN
eice to these socially alert 

and satirically aggressive poets, Byron and Pope

）
（1
（. 

心
理
学
者
ユ
ン
グ
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
は
、
神
話
に
は
永
久
的
な

妥
当
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
神
話
は
、
個
人
が
意

識
的
に
そ
の
生
涯
に
向
か
う
と
き
に
経
験
す
る
諸
段
階
を
表
わ
す
と

と
も
に
、
そ
の
諸
段
階
を
わ
た
し
た
ち
自
身
に
対
し
て
劇
化
し
、
ま

た
審
美
的
観
点
か
ら
も
客
観
的
に
す
る
上
で
最
善
の
手
段
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
話
へ
の
新
し
い
興
味
が
わ
き
あ

が
る
と
、自
分
自
身
の
神
話
を
作
り
出
し
た
唯
一
の
イ
ギ
リ
ス
詩
人
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
へ
の
新
し
い
興
味
も
生
ま
れ
て
き
た
。
わ

た
し
た
ち
の
世
代
を
主
導
す
る
女
性
詩
人
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
女

史
に
と
っ
て
、
ブ
レ
イ
ク
は
本
能
的
に
惹
か
れ
る
存
在
だ
が
、
そ
れ

は
エ
リ
オ
ッ
ト
氏
が
若
い
と
き
に
ダ
ン
に
惹
か
れ
、
オ
ー
デ
ン
と
マ

ク
ニ
ー
ス
が
、
社
会
的
関
心
が
鋭
く
、
か
つ
諷
刺
的
精
神
の
強
い
二

人
の
詩
人
、
バ
イ
ロ
ン
と
ポ
ー
プ
に
惹
か
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ユ
ン
グ
理
論
に
よ
る
〈
神
話
〉
が
、〈
経
験
〉
を
〈
劇
化
〉
し
、〈
審

美
的
〉
に
〈
客
観
的
〉
な
も
の
と
す
る
〈
最
善
の
手
段
〉
と
言
い
換
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
星
野
が
初
期
の
詩
作
で
実
践
し
た
、
神
話
的
・
歴
史
的
人

物
に
語
ら
せ
る
〈
劇
的
独
白
〉（dram

atic m
onologue

）
の
手
法
の
可
能

性
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
も
読
め
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
レ
イ
ン

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

き
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
論
考
を
、
一
九
六
〇
年
代
に
精
力
的
に
書
き
続
け

て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
詩
と
神
話
」
が
神
話
批
評
の
原
理
論
の
ひ
と
つ
と

す
れ
ば
、「
豊
饒
の
女
神
」
と
「
石
と
の
対
話
」
に
は
、
そ
の
原
理
を
補
強

す
る
た
め
の
実
践
例
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

　「
石
と
の
対
話
」
は
、
原
型
的
イ
メ
ジ
と
し
て
の
〈
石
〉
の
可
能
性
を
、

日
本
の
詩
（
森
田
勝
寿
、
室
生
犀
星
、
蔵
原
伸
二
郎
、
淵
上
毛
銭
）
と
西
洋
の

そ
れ
（
レ
イ
ン
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
）
と
の
比
較
に
、『
万
葉
集
』、

『
聖
書
』、『
金
枝
篇
』
を
自
在
に
横
断
し
て
得
ら
れ
る
知
見
を
加
え
て
さ
ぐ

っ
て
い
く
。
そ
の
際
、
星
野
は
、〈
一
つ
の
詩
篇
が
つ
く
ら
れ
る
過
程
は
間

断
な
き
対
話
の
過
程）

8
（

〉で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
、詩
人
と
対
象
と
の〈
対
話
〉

に
よ
っ
て
詩
に
〈
定
着
さ
れ
た
イ
メ
ジ
〉
と
の
、
さ
ら
に
読
者
に
よ
る
〈
対

話
〉
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
メ
ジ
が
表
象
す
る
可
能
態
と

し
て
の
意
味
を
解
析
す
る
。 

　
レ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
訳
稿
に
も
あ
る
「
岩
」
の
〈
石
〉
の
イ
メ
ジ
を
例

に
解
析
が
お
こ
な
わ
れ
る
。〈
対
立
性
／
相
補
性
〉、〈
対
立
的
／
相
補
的
〉

と
い
う
分
析
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
ば
が
示
す
よ
う
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン

プ
ソ
ン
の
分
析
批
評
を
意
識
し
た
緻
密
な
読
み
に
よ
っ
て
、
淵
上
の
〈
ア
ニ

ミ
ズ
ム
の
水
平
的
な
石
〉
に
対
し
、
レ
イ
ン
の
〈
石
〉
に
は
〈
黙
示
録
的
な

垂
直
的
な
性
格
〉
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る）

9
（

。
こ
の
よ
う
な
判

断
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
日
本
と
西
欧
の
文
化
圏
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
だ

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
結
論
に
い
た
る
直
前
に
は
、〈
詩
人
の

中
の
石
、
岩
の
実
体
は
、
不
毛
、
休
息
、
停
滞
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味

に
加
え
て
、
忍
耐
、
持
続
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
の
表
象
と
な
る）

（1
（

〉
と

い
う
普
遍
化
さ
れ
た
評
言
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、む
し
ろ
詩
の
ロ
ジ
ッ
ク
、

あ
る
い
は
感
性
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
、
星
野
が
〈
定
着
さ
れ
た
イ
メ
ジ
〉

と
の
〈
対
話
〉
を
重
ね
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
換

言
す
れ
ば
、
緻
密
な
読
み
に
耐
え
得
る
内
実
―
―
星
野
の
詩
的
世
界
を
拡
げ

る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
―
―
を
レ
イ
ン
の
詩
が
有
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
詩
的
価
値
が
、
星
野
を
レ
イ
ン
に

向
か
わ
せ
た
一
因
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　「
豊
饒
の
女
神
」
で
は
、
詩
の
〈
象
徴
性
〉
は
、
意
識
の
古
層
に
堆
積
さ

れ
た
〈
古
代
的
な
思
考
の
パ
タ
ー
ン
、
神
話
類
型
〉
を
再
現
す
る
こ
と
で
、

読
者
に
〈
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
情
、
そ
の
原
型
的
経
験
、
原
体
験
に
ま
つ

わ
る
感
動
を
誘
発
す
る
こ
と）

（（
（

〉
に
、
そ
の
重
要
な
機
能
が
あ
る
こ
と
が
具
体

的
な
作
品
で
検
証
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
に
も
と
づ
く
創
作
態
度
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
も
検
証
に
は
、
日
本
の
詩
人
（
大
越
一
二
、
坂
本
静
夫
、
平
野
晶
子
）

に
エ
リ
オ
ッ
ト
と
レ
イ
ン
を
加
え
た
作
品
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

メ
ジ
は
、〈
同
一
の
原
型
的
イ
メ
ジ
、
神
話
類
型
〉
の
、
い
わ
ば
〈
翻
訳
〉

に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
〈
翻
訳
の
仕
方
〉
は
一
様
で
は
な
い
と
の
判

断
か
ら
、〈
自
然
主
義
的
〉（
大
越
）、〈
知
的
超
自
然
的
〉（
エ
リ
オ
ッ
ト
）、〈
抒

情
的
象
徴
的
〉（
坂
本
、
平
野
、
レ
イ
ン
）
と
い
う
分
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
違
い

が
説
明
さ
れ
る
が
、
と
く
に
レ
イ
ン
の
詩
の
〈
象
徴
性
〉
―
―
〈
原
型
的
イ

メ
ジ
／
神
話
類
型
〉
の
変
換
―
―
に
〈
抒
情
的
〉
要
素
を
ふ
く
め
て
い
る
こ

と
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
星
野
の
実
作
の
志
向
、
あ
る
い
は
、
そ
の
方
法

論
と
し
て
の
神
話
批
評
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
想
像
さ
せ
る
点
で
興
味
深
い
―
―

自
然
主
義
的
態
度
は
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
多
く
の
例
が
見
出

さ
れ
、
知
的
超
自
然
主
義
の
そ
れ
は
、
パ
ウ
ン
ド
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、

西
脇
順
三
郎
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
に
お
い
て
頂
点
を
き
わ
め
、

抒
情
的
象
徴
的
な
そ
れ
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
詩
の
態
度
で
あ

る
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
も
し
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
後
に
く
る
べ
き
も

の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
詩
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本

に
お
い
て
も
や
は
り
一
つ
の
新
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
で
あ
る
こ
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と
が
予
想
さ
れ
て
も
よ
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
最
後
の
態
度
は
も
う
す

こ
し
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る）

（1
（

。

　〈
抒
情
的
象
徴
的
態
度
〉
は
、
直
接
的
に
は
〈
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
〉
と

結
び
つ
く
が
、
こ
こ
で
は
、〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〉
に
続
く
〈
新
し
い
ロ
マ
ン
テ

ィ
シ
ズ
ム
〉
へ
の
期
待
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
星
野
は
、
右
の
引
用
箇
所

の
あ
と
で
、
ユ
ン
グ
心
理
学
の
〈
内
向
的
態
度
〉
と
〈
外
交
的
態
度
〉
に
ふ

れ
な
が
ら
、
詩
人
の
主
体
的
自
我
と
創
作
衝
動
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
く
。

〈
外
交
的
態
度
〉
と
は
、
外
界
の
作
用
に
対
し
て
主
体
が
従
属
的
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
を
援
用
し
て
星
野
は
、
詩
人
の
創
作
時
の
意
識
的

な
意
図
や
理
解
を
越
え
て
獲
得
さ
れ
る
〈
象
徴
性
〉
を
重
視
し
て
、
そ
の
う

え
で
創
作
衝
動
と
拮
抗
し
、
そ
の
衝
動
の
顕
現
を
助
長
す
る
主
体
的
自
我
に

価
値
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る
詩
人
の
ひ
と
り
が
レ
イ
ン
で

あ
り
、
そ
の
詩
人
と
し
て
の
志
向
は
、〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
主
知
主
義
を
経
過

し
た
地
点
に
立
つ
抒
情
的
象
徴
的
態
度）

（1
（

〉と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
右
の
引
用
と
関
連
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ

ス
詩
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、〈
幻
想
的
〉（visionary

）
と
も
い
え
る
よ

う
な
、
ユ
ン
グ
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
古
い
神
話
の
象
徴
を
新
し
い
象
徴
主

義
に
転
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
動
き
を
主
導
す
る
詩
人
に
レ

イ
ン
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
―
―

T
he psychologist Jung has draw

n attention to the fact 
that m

yths have a kind of perm
anent validity, that they 

represent stages through w
hich the conscious attitudes of 

each individual life-history m
ust pass, and that they are 

our best m
eans of dram

atising these stages to ourselves 
and m

aking them
 aesthetically objective. W

ith this new
 

interest in m
yths, there has com

e a new
 interest also in the 

only English poet w
ho ever invented his ow

n m
ythology, 

W
illiam

 Blake. For a leading poetess of our ow
n decade, 

M
iss K

athleen R
aine, B

lake is the poet to w
hom

 she 
instinctively turns, just as M

r Eliot in his early days turned 
to D

onne, and A
uden and M

acN
eice to these socially alert 

and satirically aggressive poets, Byron and Pope

）
（1
（. 

心
理
学
者
ユ
ン
グ
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
は
、
神
話
に
は
永
久
的
な

妥
当
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
神
話
は
、
個
人
が
意

識
的
に
そ
の
生
涯
に
向
か
う
と
き
に
経
験
す
る
諸
段
階
を
表
わ
す
と

と
も
に
、
そ
の
諸
段
階
を
わ
た
し
た
ち
自
身
に
対
し
て
劇
化
し
、
ま

た
審
美
的
観
点
か
ら
も
客
観
的
に
す
る
上
で
最
善
の
手
段
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
話
へ
の
新
し
い
興
味
が
わ
き
あ

が
る
と
、自
分
自
身
の
神
話
を
作
り
出
し
た
唯
一
の
イ
ギ
リ
ス
詩
人
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
へ
の
新
し
い
興
味
も
生
ま
れ
て
き
た
。
わ

た
し
た
ち
の
世
代
を
主
導
す
る
女
性
詩
人
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
女

史
に
と
っ
て
、
ブ
レ
イ
ク
は
本
能
的
に
惹
か
れ
る
存
在
だ
が
、
そ
れ

は
エ
リ
オ
ッ
ト
氏
が
若
い
と
き
に
ダ
ン
に
惹
か
れ
、
オ
ー
デ
ン
と
マ

ク
ニ
ー
ス
が
、
社
会
的
関
心
が
鋭
く
、
か
つ
諷
刺
的
精
神
の
強
い
二

人
の
詩
人
、
バ
イ
ロ
ン
と
ポ
ー
プ
に
惹
か
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ユ
ン
グ
理
論
に
よ
る
〈
神
話
〉
が
、〈
経
験
〉
を
〈
劇
化
〉
し
、〈
審

美
的
〉
に
〈
客
観
的
〉
な
も
の
と
す
る
〈
最
善
の
手
段
〉
と
言
い
換
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
星
野
が
初
期
の
詩
作
で
実
践
し
た
、
神
話
的
・
歴
史
的
人

物
に
語
ら
せ
る
〈
劇
的
独
白
〉（dram

atic m
onologue

）
の
手
法
の
可
能

性
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
も
読
め
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
レ
イ
ン

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

き
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
論
考
を
、
一
九
六
〇
年
代
に
精
力
的
に
書
き
続
け

て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
詩
と
神
話
」
が
神
話
批
評
の
原
理
論
の
ひ
と
つ
と

す
れ
ば
、「
豊
饒
の
女
神
」
と
「
石
と
の
対
話
」
に
は
、
そ
の
原
理
を
補
強

す
る
た
め
の
実
践
例
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

　「
石
と
の
対
話
」
は
、
原
型
的
イ
メ
ジ
と
し
て
の
〈
石
〉
の
可
能
性
を
、

日
本
の
詩
（
森
田
勝
寿
、
室
生
犀
星
、
蔵
原
伸
二
郎
、
淵
上
毛
銭
）
と
西
洋
の

そ
れ
（
レ
イ
ン
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
）
と
の
比
較
に
、『
万
葉
集
』、

『
聖
書
』、『
金
枝
篇
』
を
自
在
に
横
断
し
て
得
ら
れ
る
知
見
を
加
え
て
さ
ぐ

っ
て
い
く
。
そ
の
際
、
星
野
は
、〈
一
つ
の
詩
篇
が
つ
く
ら
れ
る
過
程
は
間

断
な
き
対
話
の
過
程）

8
（

〉で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
、詩
人
と
対
象
と
の〈
対
話
〉

に
よ
っ
て
詩
に
〈
定
着
さ
れ
た
イ
メ
ジ
〉
と
の
、
さ
ら
に
読
者
に
よ
る
〈
対

話
〉
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
そ
の
イ
メ
ジ
が
表
象
す
る
可
能
態
と

し
て
の
意
味
を
解
析
す
る
。 

　
レ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
訳
稿
に
も
あ
る
「
岩
」
の
〈
石
〉
の
イ
メ
ジ
を
例

に
解
析
が
お
こ
な
わ
れ
る
。〈
対
立
性
／
相
補
性
〉、〈
対
立
的
／
相
補
的
〉

と
い
う
分
析
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
ば
が
示
す
よ
う
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン

プ
ソ
ン
の
分
析
批
評
を
意
識
し
た
緻
密
な
読
み
に
よ
っ
て
、
淵
上
の
〈
ア
ニ

ミ
ズ
ム
の
水
平
的
な
石
〉
に
対
し
、
レ
イ
ン
の
〈
石
〉
に
は
〈
黙
示
録
的
な

垂
直
的
な
性
格
〉
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る）

9
（

。
こ
の
よ
う
な
判

断
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
日
本
と
西
欧
の
文
化
圏
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
だ

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
結
論
に
い
た
る
直
前
に
は
、〈
詩
人
の

中
の
石
、
岩
の
実
体
は
、
不
毛
、
休
息
、
停
滞
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味

に
加
え
て
、
忍
耐
、
持
続
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
の
表
象
と
な
る）

（1
（

〉
と

い
う
普
遍
化
さ
れ
た
評
言
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、む
し
ろ
詩
の
ロ
ジ
ッ
ク
、

あ
る
い
は
感
性
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
、
星
野
が
〈
定
着
さ
れ
た
イ
メ
ジ
〉

と
の
〈
対
話
〉
を
重
ね
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
換

言
す
れ
ば
、
緻
密
な
読
み
に
耐
え
得
る
内
実
―
―
星
野
の
詩
的
世
界
を
拡
げ

る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
―
―
を
レ
イ
ン
の
詩
が
有
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
詩
的
価
値
が
、
星
野
を
レ
イ
ン
に

向
か
わ
せ
た
一
因
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　「
豊
饒
の
女
神
」
で
は
、
詩
の
〈
象
徴
性
〉
は
、
意
識
の
古
層
に
堆
積
さ

れ
た
〈
古
代
的
な
思
考
の
パ
タ
ー
ン
、
神
話
類
型
〉
を
再
現
す
る
こ
と
で
、

読
者
に
〈
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
情
、
そ
の
原
型
的
経
験
、
原
体
験
に
ま
つ

わ
る
感
動
を
誘
発
す
る
こ
と）

（（
（

〉
に
、
そ
の
重
要
な
機
能
が
あ
る
こ
と
が
具
体

的
な
作
品
で
検
証
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
に
も
と
づ
く
創
作
態
度
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
も
検
証
に
は
、
日
本
の
詩
人
（
大
越
一
二
、
坂
本
静
夫
、
平
野
晶
子
）

に
エ
リ
オ
ッ
ト
と
レ
イ
ン
を
加
え
た
作
品
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

メ
ジ
は
、〈
同
一
の
原
型
的
イ
メ
ジ
、
神
話
類
型
〉
の
、
い
わ
ば
〈
翻
訳
〉

に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
〈
翻
訳
の
仕
方
〉
は
一
様
で
は
な
い
と
の
判

断
か
ら
、〈
自
然
主
義
的
〉（
大
越
）、〈
知
的
超
自
然
的
〉（
エ
リ
オ
ッ
ト
）、〈
抒

情
的
象
徴
的
〉（
坂
本
、
平
野
、
レ
イ
ン
）
と
い
う
分
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
違
い

が
説
明
さ
れ
る
が
、
と
く
に
レ
イ
ン
の
詩
の
〈
象
徴
性
〉
―
―
〈
原
型
的
イ

メ
ジ
／
神
話
類
型
〉
の
変
換
―
―
に
〈
抒
情
的
〉
要
素
を
ふ
く
め
て
い
る
こ

と
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
星
野
の
実
作
の
志
向
、
あ
る
い
は
、
そ
の
方
法

論
と
し
て
の
神
話
批
評
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
想
像
さ
せ
る
点
で
興
味
深
い
―
―

自
然
主
義
的
態
度
は
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
多
く
の
例
が
見
出

さ
れ
、
知
的
超
自
然
主
義
の
そ
れ
は
、
パ
ウ
ン
ド
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、

西
脇
順
三
郎
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
に
お
い
て
頂
点
を
き
わ
め
、

抒
情
的
象
徴
的
な
そ
れ
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
詩
の
態
度
で
あ

る
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
も
し
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
後
に
く
る
べ
き
も

の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
代
詩
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本

に
お
い
て
も
や
は
り
一
つ
の
新
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
で
あ
る
こ
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神
生
活
の
中
に
神
話
類
型
を
求
め
る
も
の
、
一
つ
は
、
ト
マ
ス
の
よ

う
に
、
聖
書
の
イ
メ
ジ
に
―
―
こ
れ
も
一
種
の
神
話
的
イ
メ
ジ
で
あ

る
―
―
信
仰
と
セ
ッ
ク
ス
の
全
き
合
一
の
世
界
を
発
見
し
よ
う
と
す

る
も
の
、
こ
の
三
つ
で
あ
る）

3
（

。

　
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
ユ
ン
グ
理
論
の
積
極
的
援
用
が
顕
著
で
あ
り
、
人
類

学
が
明
ら
か
に
す
る
古
代
人
の
思
考
様
式
に
神
話
や
伝
説
を
さ
さ
え
る
原
型

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
点
で
、
さ
ら
に
同
一
の
方
法
論
を
、
人
類
学
に
相
当

す
る
民
俗
学
が
収
集
す
る
神
話
類
型
を
借
用
し
て
展
開
す
れ
ば
、
日
本
の
現

代
詩
に
も
援
用
で
き
る
と
の
判
断
か
ら
、
星
野
は
、
と
く
に
第
二
の
類
型
に

注
目
し
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
エ
リ
オ
ッ
ト
、
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
、
レ
イ
ン
に
共
通
項
を
認
め
た
う
え
で

の
類
型
化
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
現
代
詩
の
地
勢
図
作
成
に
と
っ
て
不
可

欠
な
情
報
源
が
、
Ｇ
・
Ｓ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（George Sutherland Fraser, 

1915 - 1980

）
の
『
現
代
作
家
と
そ
の
世
界
』（T

he M
odern W

riter 
and H

is W
orld, 1951

）
で
あ
っ
た
こ
と
を
星
野
は
認
め
て
い
る）

4
（

。
な
る
ほ

ど
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
は
、〈
神
話
〉
は
〈
古
代
の
民
族
を
結
集

し
て
い
た
集
団
的
自
我
の
投
影
〉
で
あ
り
、
さ
ら
に
〈
神
話
〉
を
構
成
す
る

〈
原
型
的
イ
メ
ジ
〉
に
つ
い
て
は
、〈
遠
い
祖
先
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
経

験
さ
れ
た
人
間
の
運
命
や
哀
歓
の
平
均
値）

5
（

〉と
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

〈
集
合
的
無
意
識
の
底
深
く
眠
っ
て
い
る
経
験
の
原
型
、
神
話
類
型
を
、
も

し
詩
的
芸
術
を
通
し
て
呼
び
覚
ま
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
よ

そ
、
趣
味
や
気
質
の
如
何
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
胸
を
ゆ
す
ぶ
り
動

か
す
こ
と
の
で
き
る
芸
術
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

6
（

〉
と
い
う
神
話
批

評
の
基
本
理
念
を
星
野
が
抽
出
す
る
う
え
で
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
―
―

In recent years, Freud has becom
e a m

uch less popular 
psychologist in England than his rival, Jung, w

ho thinks 
that m

uch dream
 im

agery, and m
uch traditional poetic 

im
agery, does not represent so m

uch the suppressed 
desires of the individual as a kind of latent race m

em
ory 

in the individual; in som
e obscure w

ay w
e each of us 

recapitulate in the sunken depths of our m
ind the w

hole 
history of the race, and that explains the alm

ost universal 
validity of certain im

ages, w
hich Jung calls archetypal 

im
ages, and in particular it explains the effectiveness 

in poetry of m
ythological im

agery long after w
e have 

ceased consciously to believe in m
yths

）
7
（. 

最
近
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、フ
ロ
イ
ト
の
心
理
学
者
と
し
て
の
人
気
は
、

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ユ
ン
グ
に
奪
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ユ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
夢
の
心
象
や
伝
統
的
な
詩
的
心
象
の
多
く
が
表
す
も
の

は
、
個
人
の
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
で
は
な
く
、
個
人
に
ひ
そ
む
人
類
の

記
憶
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
あ
る
方
法
に
よ

っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
、
心
の
深
層
で
人
類
の
全
歴
史

を
繰
り
返
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
ユ
ン
グ
が
原
型
的

イ
メ
ジ
と
よ
ぶ
、
い
く
つ
か
の
イ
メ
ジ
の
普
遍
的
妥
当
性
も
説
明
が

つ
く
し
、
と
く
に
わ
た
し
た
ち
が
神
話
を
信
じ
な
く
な
っ
て
久
し
い

と
い
う
の
に
、
詩
の
な
か
で
〈
神
話
的
〉
心
象
が
効
果
を
発
揮
す
る

理
由
が
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
　

　
星
野
は
、
こ
う
し
た
記
述
を
手
が
か
り
に
、
ま
た
、
そ
こ
で
具
体
的
に
言

及
の
あ
る
詩
人
や
作
品
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
詩
的
方
位
の
確
定
に
依
る
べ
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こ
の
瞬
間
に
わ
た
し
の
抱
く
す
べ
て
を
書
き
留
め
ら
れ
る
な
ら

砂
漠
を
砂
時
計
の
中
に
注
ぎ
こ
も
う

海
を
水
時
計
の
中
に

一
粒
ま
た
一
粒
　
一
滴
ま
た
一
滴
と

足
跡
を
留
め
ぬ
　
移
り
気
の
　
無
限
の
海
と
砂
漠
を

世
界
の
日
と
夜
が
わ
た
し
に
襲
い
か
か
り

潮
流
と
砂
流
が
わ
た
し
を
貫
き
流
れ
る
け
れ
ど

砂
漠
と
海
を
抱
き
と
め
る
二
つ
の
手
と
一
つ
の
心
臓
が
わ
た
し
に
は

あ
る
だ
け
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
瞬
間
」）

　
星
野
の
初
期
作
品
に
は
、
ほ
か
に
も
レ
イ
ン
の
作
品
に
影
響
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
イ
メ
ジ
（
樹
木
）
や
モ
チ
ー
フ
（
サ
ム
ソ
ン
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、「
夜
想
曲
」
の
最
後
に
現
れ
る
〈
鳥
〉
と
〈
心
臓
〉
の
イ
メ
ジ
に
、

第
一
詩
集
『PERSO

N
A
E

』（
一
九
七
〇
）
の
〈
跋
〉
と
し
て
収
め
ら
れ
て

い
る
「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
」
へ
の
か
す
か
な
余
響
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
―
―

来
る
春
は
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い

け
れ
ど
太
陽
に
向
う
愛
は
盲
目
で
す

心
臓
の
内
部
で

心
の
距
離
を
細
か
に
測
り

御
告
の
鳥
を
さ
が
し
求
め
る

そ
し
て
す
べ
て
の
希
望
は
死
の
た
め
に
在
る

け
れ
ど
不
滅
の
鼓
動
を
打
ち
つ
づ
け
る

一
羽
の
鳩
の
隠
れ
家
を

眠
れ
る
生
に
　
こ
の
心
臓
が

与
え
る
た
め
に
　
在
る
の
で
す

　
　
　
　
　
＊

　
さ
ら
に
星
野
が
レ
イ
ン
に
注
目
し
た
理
由
と
し
て
、
詩
作
と
不
可
分
な
神

話
を
手
が
か
り
と
し
た
詩
論
構
築
に
関
係
す
る
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
レ
イ
ン
に
言
及
の
あ
る
論
考
は
三
つ
―
―
「
詩
と
神
話
」（
一
九

六
〇
）、「
豊
饒
の
女
神
」（
一
九
六
〇
）、「
石
と
の
対
話
」（
一
九
六
七
‐
六
八
）。

　〈
私
た
ち
が
神
話
と
い
う
も
の
を
信
じ
な
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
〉

と
い
う
忘
れ
が
た
い
一
節
で
は
じ
ま
る
「
詩
と
神
話
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
現
代

詩
（
二
十
世
紀
）
に
お
け
る
神
話
復
活
に
つ
い
て
、
そ
の
新
し
い
象
徴
主
義

の
傾
向
―
―
神
話
を
通
し
て
経
験
の
原
型
／
生
命
の
根
源
的
在
り
方
を
追
求

し
、新
し
い
人
間
解
釈
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
―
―
を
類
型
化
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
現
代
詩
へ
の
援
用
を
視
野
に
収
め
た
神
話
的
想
像
力
の
可
能
性
を
提

示
す
る
。
詩
人
・
批
評
家
と
し
て
の
星
野
に
よ
る
、
い
わ
ば
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
第
一
詩
論
集
『
詩
と
神
話
』（
一
九
六
五
）
の
巻
頭

に
置
か
れ
て
い
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

　
新
し
い
象
徴
主
義
の
傾
向
、
そ
の
神
話
と
詩
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
星

野
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
を
嚆
矢
と
し
た
う
え

で
、
三
つ
に
分
類
し
て
説
明
す
る
―
―

一
つ
は
、
イ
ェ
ー
ツ
、
デ
ィ
・
ル
イ
ス
、
ミ
ュ
ア
、
エ
ン
プ
ス
ン
な

ど
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
神
話
か
ら
直
接
に
詩
の
イ
メ
ジ

を
借
り
て
く
る
も
の
、
一
つ
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
、

レ
イ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、
人
類
学
が
明
ら
か
に
し
た
原
始
人
類
の
精

― 38 （　）―15
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神
生
活
の
中
に
神
話
類
型
を
求
め
る
も
の
、
一
つ
は
、
ト
マ
ス
の
よ

う
に
、
聖
書
の
イ
メ
ジ
に
―
―
こ
れ
も
一
種
の
神
話
的
イ
メ
ジ
で
あ

る
―
―
信
仰
と
セ
ッ
ク
ス
の
全
き
合
一
の
世
界
を
発
見
し
よ
う
と
す

る
も
の
、
こ
の
三
つ
で
あ
る）

3
（

。

　
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
ユ
ン
グ
理
論
の
積
極
的
援
用
が
顕
著
で
あ
り
、
人
類

学
が
明
ら
か
に
す
る
古
代
人
の
思
考
様
式
に
神
話
や
伝
説
を
さ
さ
え
る
原
型

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
点
で
、
さ
ら
に
同
一
の
方
法
論
を
、
人
類
学
に
相
当

す
る
民
俗
学
が
収
集
す
る
神
話
類
型
を
借
用
し
て
展
開
す
れ
ば
、
日
本
の
現

代
詩
に
も
援
用
で
き
る
と
の
判
断
か
ら
、
星
野
は
、
と
く
に
第
二
の
類
型
に

注
目
し
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
エ
リ
オ
ッ
ト
、
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
、
レ
イ
ン
に
共
通
項
を
認
め
た
う
え
で

の
類
型
化
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
現
代
詩
の
地
勢
図
作
成
に
と
っ
て
不
可

欠
な
情
報
源
が
、
Ｇ
・
Ｓ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（George Sutherland Fraser, 

1915 - 1980

）
の
『
現
代
作
家
と
そ
の
世
界
』（T

he M
odern W

riter 
and H

is W
orld, 1951

）
で
あ
っ
た
こ
と
を
星
野
は
認
め
て
い
る）

4
（

。
な
る
ほ

ど
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
一
節
は
、〈
神
話
〉
は
〈
古
代
の
民
族
を
結
集

し
て
い
た
集
団
的
自
我
の
投
影
〉
で
あ
り
、
さ
ら
に
〈
神
話
〉
を
構
成
す
る

〈
原
型
的
イ
メ
ジ
〉
に
つ
い
て
は
、〈
遠
い
祖
先
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
経

験
さ
れ
た
人
間
の
運
命
や
哀
歓
の
平
均
値）

5
（

〉と
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

〈
集
合
的
無
意
識
の
底
深
く
眠
っ
て
い
る
経
験
の
原
型
、
神
話
類
型
を
、
も

し
詩
的
芸
術
を
通
し
て
呼
び
覚
ま
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
よ

そ
、
趣
味
や
気
質
の
如
何
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
胸
を
ゆ
す
ぶ
り
動

か
す
こ
と
の
で
き
る
芸
術
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

6
（

〉
と
い
う
神
話
批

評
の
基
本
理
念
を
星
野
が
抽
出
す
る
う
え
で
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
―
―

In recent years, Freud has becom
e a m

uch less popular 
psychologist in England than his rival, Jung, w

ho thinks 
that m

uch dream
 im

agery, and m
uch traditional poetic 

im
agery, does not represent so m

uch the suppressed 
desires of the individual as a kind of latent race m

em
ory 

in the individual; in som
e obscure w

ay w
e each of us 

recapitulate in the sunken depths of our m
ind the w

hole 
history of the race, and that explains the alm

ost universal 
validity of certain im

ages, w
hich Jung calls archetypal 

im
ages, and in particular it explains the effectiveness 

in poetry of m
ythological im

agery long after w
e have 

ceased consciously to believe in m
yths

）
7
（. 

最
近
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
、フ
ロ
イ
ト
の
心
理
学
者
と
し
て
の
人
気
は
、

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ユ
ン
グ
に
奪
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ユ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
夢
の
心
象
や
伝
統
的
な
詩
的
心
象
の
多
く
が
表
す
も
の

は
、
個
人
の
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
で
は
な
く
、
個
人
に
ひ
そ
む
人
類
の

記
憶
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
あ
る
方
法
に
よ

っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
、
心
の
深
層
で
人
類
の
全
歴
史

を
繰
り
返
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
ユ
ン
グ
が
原
型
的

イ
メ
ジ
と
よ
ぶ
、
い
く
つ
か
の
イ
メ
ジ
の
普
遍
的
妥
当
性
も
説
明
が

つ
く
し
、
と
く
に
わ
た
し
た
ち
が
神
話
を
信
じ
な
く
な
っ
て
久
し
い

と
い
う
の
に
、
詩
の
な
か
で
〈
神
話
的
〉
心
象
が
効
果
を
発
揮
す
る

理
由
が
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
　

　
星
野
は
、
こ
う
し
た
記
述
を
手
が
か
り
に
、
ま
た
、
そ
こ
で
具
体
的
に
言

及
の
あ
る
詩
人
や
作
品
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
詩
的
方
位
の
確
定
に
依
る
べ
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こ
の
瞬
間
に
わ
た
し
の
抱
く
す
べ
て
を
書
き
留
め
ら
れ
る
な
ら

砂
漠
を
砂
時
計
の
中
に
注
ぎ
こ
も
う

海
を
水
時
計
の
中
に

一
粒
ま
た
一
粒
　
一
滴
ま
た
一
滴
と

足
跡
を
留
め
ぬ
　
移
り
気
の
　
無
限
の
海
と
砂
漠
を

世
界
の
日
と
夜
が
わ
た
し
に
襲
い
か
か
り

潮
流
と
砂
流
が
わ
た
し
を
貫
き
流
れ
る
け
れ
ど

砂
漠
と
海
を
抱
き
と
め
る
二
つ
の
手
と
一
つ
の
心
臓
が
わ
た
し
に
は

あ
る
だ
け
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
瞬
間
」）

　
星
野
の
初
期
作
品
に
は
、
ほ
か
に
も
レ
イ
ン
の
作
品
に
影
響
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
イ
メ
ジ
（
樹
木
）
や
モ
チ
ー
フ
（
サ
ム
ソ
ン
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、「
夜
想
曲
」
の
最
後
に
現
れ
る
〈
鳥
〉
と
〈
心
臓
〉
の
イ
メ
ジ
に
、

第
一
詩
集
『PERSO

N
A
E

』（
一
九
七
〇
）
の
〈
跋
〉
と
し
て
収
め
ら
れ
て

い
る
「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
」
へ
の
か
す
か
な
余
響
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
―
―

来
る
春
は
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い

け
れ
ど
太
陽
に
向
う
愛
は
盲
目
で
す

心
臓
の
内
部
で

心
の
距
離
を
細
か
に
測
り

御
告
の
鳥
を
さ
が
し
求
め
る

そ
し
て
す
べ
て
の
希
望
は
死
の
た
め
に
在
る

け
れ
ど
不
滅
の
鼓
動
を
打
ち
つ
づ
け
る

一
羽
の
鳩
の
隠
れ
家
を

眠
れ
る
生
に
　
こ
の
心
臓
が

与
え
る
た
め
に
　
在
る
の
で
す

　
　
　
　
　
＊

　
さ
ら
に
星
野
が
レ
イ
ン
に
注
目
し
た
理
由
と
し
て
、
詩
作
と
不
可
分
な
神

話
を
手
が
か
り
と
し
た
詩
論
構
築
に
関
係
す
る
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
レ
イ
ン
に
言
及
の
あ
る
論
考
は
三
つ
―
―
「
詩
と
神
話
」（
一
九

六
〇
）、「
豊
饒
の
女
神
」（
一
九
六
〇
）、「
石
と
の
対
話
」（
一
九
六
七
‐
六
八
）。

　〈
私
た
ち
が
神
話
と
い
う
も
の
を
信
じ
な
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
〉

と
い
う
忘
れ
が
た
い
一
節
で
は
じ
ま
る
「
詩
と
神
話
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
現
代

詩
（
二
十
世
紀
）
に
お
け
る
神
話
復
活
に
つ
い
て
、
そ
の
新
し
い
象
徴
主
義

の
傾
向
―
―
神
話
を
通
し
て
経
験
の
原
型
／
生
命
の
根
源
的
在
り
方
を
追
求

し
、新
し
い
人
間
解
釈
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
―
―
を
類
型
化
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
現
代
詩
へ
の
援
用
を
視
野
に
収
め
た
神
話
的
想
像
力
の
可
能
性
を
提

示
す
る
。
詩
人
・
批
評
家
と
し
て
の
星
野
に
よ
る
、
い
わ
ば
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
第
一
詩
論
集
『
詩
と
神
話
』（
一
九
六
五
）
の
巻
頭

に
置
か
れ
て
い
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

　
新
し
い
象
徴
主
義
の
傾
向
、
そ
の
神
話
と
詩
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
星

野
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
を
嚆
矢
と
し
た
う
え

で
、
三
つ
に
分
類
し
て
説
明
す
る
―
―

一
つ
は
、
イ
ェ
ー
ツ
、
デ
ィ
・
ル
イ
ス
、
ミ
ュ
ア
、
エ
ン
プ
ス
ン
な

ど
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
神
話
か
ら
直
接
に
詩
の
イ
メ
ジ

を
借
り
て
く
る
も
の
、
一
つ
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
シ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
、

レ
イ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、
人
類
学
が
明
ら
か
に
し
た
原
始
人
類
の
精
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そ
の
音
楽
は
　
真
珠
母
貝
の
虹
色
の
音
階
だ

そ
し
て
調
和
を
た
も
つ
声
で
貝
殻
は
　
い
つ
ま
で
も
　
わ
た
し
た
ち
の

耳
に
さ
さ
や
く

「
あ
な
た
が
た
の
住
む
世
界
は
ま
だ
創
ら
れ
て
い
な
い
」

岩
　Rock

　わ
た
し
の
中
に
　
石
を
知
っ
て
い
る
石

永
遠
に
限
り
な
き
休
息
の
単
純
さ
を
記
憶
し
て
い
る

岩
の
本
質
が
あ
る
　
だ
が
そ
の
間

照
り
焦
が
す
太
陽
と
氷
河
の
時
代
が

歳
月
の
よ
う
に
速
か
に
岩
の
表
面
を
通
過
す
る

最
も
永
い
時
間
を
か
け
て
岩
は
変
化
す
る
の
だ

あ
ら
ゆ
る
リ
ズ
ム
の
内
で
最
も
緩
慢
な
も
の

そ
の
脈
搏
が
遊
星
の
核
か
ら
山
脈
を
押
し
あ
げ

ま
た
そ
れ
ら
を
風
化
し
て
海
底
の
砂
と
す
る

わ
た
し
の
中
に
　
岩
の
持
続
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る

地
球
の
静
脈
の
中
に
　
初
め
か
ら
わ
た
し
の
束
の
間
の
本
質
が
あ
っ
た

辛
抱
づ
よ
く
解
放
を
待
ち

開
花
　
流
出

脈
動
　
覚
醒
　
飛
翔
　
そ
し
て

待
ち
こ
が
れ
た
新
郎
の
到
着
の
夜
　
そ
れ
ら
が
何
時
く
る
の
か
問
う
こ

と
も
な
く

わ
た
し
の
中
に
　
石
を
知
っ
て
い
る
石
が
あ
る

停
止
が
そ
の
唯
一
の
状
態
で
あ
り

緩
慢
な
星
た
ち
の
周
期
が
幾
光
年
も
か
か
っ
て
世
界
を
め
ぐ
ら
す
が

わ
た
し
は
そ
の
世
界
の
悪
夢
の
中
で
叫
ぶ
の
だ

「
測
り
知
れ
な
い
距
離
を
永
遠
に
旅
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」

す
る
と
わ
た
し
の
中
の
岩
の
あ
ら
ゆ
る
本
質
が
答
え
る

「
永
遠
に
　
そ
れ
が
必
要
な
ら
ば
　
在
る
こ
と
　
静
か
に
在
る
こ
と
　

耐
え
し
の
ぶ
こ
と
な
の
だ
」

　
　
　
　
　
＊

　
星
野
が
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
に
関
心
を
寄
せ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
な

に
よ
り
作
品
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
共
感

は
、
た
と
え
ば
〈
わ
た
し
は
純
粋
な
孤
独
だ
〉（「
愛
さ
れ
ぬ
者
」）、〈
苦
痛
だ

け
が
わ
た
し
の
も
の
　
わ
た
し
だ
け
の
も
の
〉（「
終
章
」）、〈
塵
の
中
か
ら

話
し
か
け
／
土
の
中
か
ら
見
る
／
わ
た
し
は
誰
か
〉（「
自
我
」）、〈
心
臓
の

中
に
死
の
よ
う
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
過
去
を
／
成
長
が
拭
い
消
す
〉（「
癒

え
る
春
」）、〈
わ
た
し
は
い
ま
自
己
の
内
部
で
世
界
の
終
末
を
生
き
な
が
ら

／
乾
い
て
葉
が
し
ぼ
ん
だ
一
本
の
樹
を
見
ま
も
る
〉（「
樹 

一
九
四
七
年
」）、

〈
こ
の
戦
争
で
死
ん
だ
兵
士
た
ち
を
　
誰
が
見
た
か
／
烟
と
な
っ
て
　
彼
ら

は
　
燃
え
る
都
市
の
上
に
立
ち
の
ぼ
り
／
希
薄
な
雲
と
な
っ
て
　
空
に
消
え

る
〉（「
戦
士
」）
な
ど
の
詩
句
を
ふ
く
む
詩
篇
を
選
ん
で
訳
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
星
野
が
戦
争
に
よ
る
心
の
空
洞
を
埋
め
る
た
め
に
詩
を
書
き
始
め

た
こ
ろ
の
虚
無
感
、
ま
た
は
鬱
の
感
情
に
通
じ
合
う
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
ま

た
、
そ
の
虚
無
感
／
鬱
の
解
消
に
詩
が
大
き
な
力
を
あ
た
え
て
く
れ
る
と
の

期
待
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
―
―

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

わ
た
し
に
は
休
息
が
な
い

わ
た
し
は
家
を
も
た
ぬ

わ
た
し
は
幾
つ
も
の
場
所
を
通
過
す
る

わ
た
し
は
感
情
を
も
た
ぬ
風
だ

わ
た
し
は
陸
地
か
ら
と
び
立
つ

白
い
鳥

わ
た
し
は
水
平
線

わ
た
し
は
決
し
て
岸
辺
に

と
ど
く
こ
と
の
な
い
波

わ
た
し
は
砂
洲
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た

う
つ
ろ
な
貝
殻

わ
た
し
は
屋
根
の
な
い
小
屋
に
射
す

月
の
光

わ
た
し
は
丘
の
う
え
の
さ
び
れ
た
墓
穴
の
中
に

忘
れ
ら
れ
た
屍

わ
た
し
は
一
つ
の
桶
に
水
を
い
れ
て

運
ぶ
老
人
だ

わ
た
し
は
う
つ
ろ
な
空
間
を

通
過
す
る
光

わ
た
し
は
宇
宙
の
外
へ
と

走
り
去
り
な
が
ら

だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
星
だ

貝
殻
　Shells

　か
が
や
く
水
に
腕
ま
で
さ
し
入
れ
て

波
が
あ
ら
う
白
い
砂
の
う
え
に
　
わ
た
し
は
貝
殻
を
集
め
た

貝
殻
は
渚
に
う
ち
寄
せ
ら
れ
　
わ
た
し
は
渚
に

幾
歳
月
の
限
ら
れ
た
世
界
を
ひ
と
り
生
き
る

百
万
年
の
歳
月
の
中
に
わ
た
し
は
腕
を
さ
し
入
れ

過
去
千
年
の
海
底
か
ら
宝
物
を
集
め
た

創
造
の
日
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
も
の
を
　
こ
の
指
で
と
ら
え
た

貝
殻
は
第
三
の
次
元
に
美
を
き
づ
く
が

そ
こ
を
こ
え
て
　
世
界
が
わ
た
し
た
ち
か
ら
ひ
き
退
く

瞬
間
か
ら
瞬
間
へ
　
一
年
か
ら
一
年
へ

初
め
か
ら
終
り
へ
と
　
わ
た
し
た
ち
を
運
び
さ
る
第
四
の
次
元
で

貝
殻
は
永
続
的
な
現
在
に
と
ど
ま
る

螺
旋
が
永
遠
の
思
想
の
よ
う
に
渦
巻
く

頂
点
か
ら
底
辺
ま
で
瞬
時
の
う
ち
に

一
つ
の
舞
踏
の
よ
う
に
　
そ
の
旋
回
が
　
カ
サ
ガ
イ
　
ホ
ネ
ガ
イ

　
コ
ヤ
ス
ガ
イ
　
ま
た
は
金
色
の
メ
ク
ラ
ガ
イ
な
の
だ

そ
れ
ら
は
う
な
り
澄
む
独
楽
の
よ
う
に
海
洋
の
底
に
ね
む
る
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そ
の
音
楽
は
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珠
母
貝
の
虹
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の
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階
だ
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し
て
調
和
を
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も
つ
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で
貝
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ま
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も
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た
し
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の
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に
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や
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む
世
界
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な
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し
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を
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い
る
石
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遠
に
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な
き
休
息
の
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純
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記
憶
し
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い
る
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の
本
質
が
あ
る
　
だ
が
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間

照
り
焦
が
す
太
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と
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河
の
時
代
が

歳
月
の
よ
う
に
速
か
に
岩
の
表
面
を
通
過
す
る

最
も
永
い
時
間
を
か
け
て
岩
は
変
化
す
る
の
だ

あ
ら
ゆ
る
リ
ズ
ム
の
内
で
最
も
緩
慢
な
も
の

そ
の
脈
搏
が
遊
星
の
核
か
ら
山
脈
を
押
し
あ
げ

ま
た
そ
れ
ら
を
風
化
し
て
海
底
の
砂
と
す
る

わ
た
し
の
中
に
　
岩
の
持
続
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る

地
球
の
静
脈
の
中
に
　
初
め
か
ら
わ
た
し
の
束
の
間
の
本
質
が
あ
っ
た

辛
抱
づ
よ
く
解
放
を
待
ち

開
花
　
流
出

脈
動
　
覚
醒
　
飛
翔
　
そ
し
て

待
ち
こ
が
れ
た
新
郎
の
到
着
の
夜
　
そ
れ
ら
が
何
時
く
る
の
か
問
う
こ

と
も
な
く

わ
た
し
の
中
に
　
石
を
知
っ
て
い
る
石
が
あ
る

停
止
が
そ
の
唯
一
の
状
態
で
あ
り

緩
慢
な
星
た
ち
の
周
期
が
幾
光
年
も
か
か
っ
て
世
界
を
め
ぐ
ら
す
が

わ
た
し
は
そ
の
世
界
の
悪
夢
の
中
で
叫
ぶ
の
だ

「
測
り
知
れ
な
い
距
離
を
永
遠
に
旅
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」

す
る
と
わ
た
し
の
中
の
岩
の
あ
ら
ゆ
る
本
質
が
答
え
る

「
永
遠
に
　
そ
れ
が
必
要
な
ら
ば
　
在
る
こ
と
　
静
か
に
在
る
こ
と
　

耐
え
し
の
ぶ
こ
と
な
の
だ
」

　
　
　
　
　
＊

　
星
野
が
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
に
関
心
を
寄
せ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
な

に
よ
り
作
品
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
共
感

は
、
た
と
え
ば
〈
わ
た
し
は
純
粋
な
孤
独
だ
〉（「
愛
さ
れ
ぬ
者
」）、〈
苦
痛
だ

け
が
わ
た
し
の
も
の
　
わ
た
し
だ
け
の
も
の
〉（「
終
章
」）、〈
塵
の
中
か
ら

話
し
か
け
／
土
の
中
か
ら
見
る
／
わ
た
し
は
誰
か
〉（「
自
我
」）、〈
心
臓
の

中
に
死
の
よ
う
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
過
去
を
／
成
長
が
拭
い
消
す
〉（「
癒

え
る
春
」）、〈
わ
た
し
は
い
ま
自
己
の
内
部
で
世
界
の
終
末
を
生
き
な
が
ら

／
乾
い
て
葉
が
し
ぼ
ん
だ
一
本
の
樹
を
見
ま
も
る
〉（「
樹 

一
九
四
七
年
」）、

〈
こ
の
戦
争
で
死
ん
だ
兵
士
た
ち
を
　
誰
が
見
た
か
／
烟
と
な
っ
て
　
彼
ら

は
　
燃
え
る
都
市
の
上
に
立
ち
の
ぼ
り
／
希
薄
な
雲
と
な
っ
て
　
空
に
消
え

る
〉（「
戦
士
」）
な
ど
の
詩
句
を
ふ
く
む
詩
篇
を
選
ん
で
訳
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
星
野
が
戦
争
に
よ
る
心
の
空
洞
を
埋
め
る
た
め
に
詩
を
書
き
始
め

た
こ
ろ
の
虚
無
感
、
ま
た
は
鬱
の
感
情
に
通
じ
合
う
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
ま

た
、
そ
の
虚
無
感
／
鬱
の
解
消
に
詩
が
大
き
な
力
を
あ
た
え
て
く
れ
る
と
の

期
待
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
―
―

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

わ
た
し
に
は
休
息
が
な
い

わ
た
し
は
家
を
も
た
ぬ

わ
た
し
は
幾
つ
も
の
場
所
を
通
過
す
る

わ
た
し
は
感
情
を
も
た
ぬ
風
だ

わ
た
し
は
陸
地
か
ら
と
び
立
つ

白
い
鳥

わ
た
し
は
水
平
線

わ
た
し
は
決
し
て
岸
辺
に

と
ど
く
こ
と
の
な
い
波

わ
た
し
は
砂
洲
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た

う
つ
ろ
な
貝
殻

わ
た
し
は
屋
根
の
な
い
小
屋
に
射
す

月
の
光

わ
た
し
は
丘
の
う
え
の
さ
び
れ
た
墓
穴
の
中
に

忘
れ
ら
れ
た
屍

わ
た
し
は
一
つ
の
桶
に
水
を
い
れ
て

運
ぶ
老
人
だ

わ
た
し
は
う
つ
ろ
な
空
間
を

通
過
す
る
光

わ
た
し
は
宇
宙
の
外
へ
と

走
り
去
り
な
が
ら

だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
星
だ

貝
殻
　Shells

　か
が
や
く
水
に
腕
ま
で
さ
し
入
れ
て

波
が
あ
ら
う
白
い
砂
の
う
え
に
　
わ
た
し
は
貝
殻
を
集
め
た

貝
殻
は
渚
に
う
ち
寄
せ
ら
れ
　
わ
た
し
は
渚
に

幾
歳
月
の
限
ら
れ
た
世
界
を
ひ
と
り
生
き
る

百
万
年
の
歳
月
の
中
に
わ
た
し
は
腕
を
さ
し
入
れ

過
去
千
年
の
海
底
か
ら
宝
物
を
集
め
た

創
造
の
日
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
も
の
を
　
こ
の
指
で
と
ら
え
た

貝
殻
は
第
三
の
次
元
に
美
を
き
づ
く
が

そ
こ
を
こ
え
て
　
世
界
が
わ
た
し
た
ち
か
ら
ひ
き
退
く

瞬
間
か
ら
瞬
間
へ
　
一
年
か
ら
一
年
へ

初
め
か
ら
終
り
へ
と
　
わ
た
し
た
ち
を
運
び
さ
る
第
四
の
次
元
で

貝
殻
は
永
続
的
な
現
在
に
と
ど
ま
る

螺
旋
が
永
遠
の
思
想
の
よ
う
に
渦
巻
く

頂
点
か
ら
底
辺
ま
で
瞬
時
の
う
ち
に

一
つ
の
舞
踏
の
よ
う
に
　
そ
の
旋
回
が
　
カ
サ
ガ
イ
　
ホ
ネ
ガ
イ

　
コ
ヤ
ス
ガ
イ
　
ま
た
は
金
色
の
メ
ク
ラ
ガ
イ
な
の
だ

そ
れ
ら
は
う
な
り
澄
む
独
楽
の
よ
う
に
海
洋
の
底
に
ね
む
る
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心
の
平
和
　Peace of M

ind

　も
し
池
が
静
止
し
て
い
る
の
な
ら
ば

反
映
し
た
世
界
の

よ
ろ
め
く
家
屋

く
ず
れ
る
都
市

ゆ
れ
る
山
脈
は

そ
の
表
面
に
凝
結
す
る
だ
ろ
う

そ
し
て
想
い
乱
れ
た
心
に
は

見
え
な
い
星
も

魂
の
底
知
れ
ぬ
井
戸
か
ら

湧
き
出
る
水
の
中
で
は
見
え
る
だ
ろ
う

睡
り
の
呪
文
　Spell of Sleep

　あ
の
人
を
　
睡
り
の
中
で
や
す
ら
か
に
し
て
あ
げ
て

た
が
い
に
閉
じ
る
葩
の
よ
う
に

翼
の
下
の
雛
鳥
の
よ
う
に

ま
だ
ひ
ら
か
な
い
花
の
よ
う
に

あ
の
人
を
　
睡
り
の
中
に
隠
し
て
あ
げ
て

雨
に
隠
れ
る
島
の
よ
う
に

雲
の
内
部
の
山
の
よ
う
に

薄
暮
に
覆
わ
れ
た
丘
の
よ
う
に

あ
の
人
を
　
睡
り
の
中
で
自
由
に
し
て
あ
げ
て

海
を
流
れ
る
潮
の
よ
う
に

沼
地
を
わ
た
る
風
の
よ
う
に

宇
宙
を
旅
ゆ
く
星
の
よ
う
に

あ
の
人
を
　
睡
り
の
中
で
支
え
て
あ
げ
て

空
に
休
ん
で
い
る
雲
の
よ
う
に

波
の
下
の
漂
流
物
の
よ
う
に

そ
の
と
き
潮
流
が
す
べ
て
を
覆
い

貝
殻
の
や
さ
し
い
生
が

海
の
底
に
ひ
ら
く
の
で
す

あ
の
人
を
　
睡
り
の
中
で
癒
し
て
あ
げ
て

夜
の
し
ず
か
な
潮
の
中
で

夢
が
映
っ
て
い
る
池
の
中
で

そ
こ
に
記
憶
が
安
ら
か
に
立
ち
か
え
り

そ
こ
で
悩
め
る
人
が
賢
明
と
な
り

そ
し
て
心
臓
が
慰
め
ら
れ
る
の
で
す

愛
さ
れ
ぬ
者
　T

he U
nloved

　わ
た
し
は
純
粋
な
孤
独
だ

わ
た
し
は
う
つ
ろ
な
空
気
だ

わ
た
し
は
流
れ
る
雲
だ

わ
た
し
に
は
形
が
な
い

わ
た
し
に
は
限
界
が
な
い

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

太
陽
の
か
わ
り
に

暗
い
デ
ー
モ
ン
を
お
そ
れ

原
子
と
混
沌
を

秩
序
づ
け
る
わ
た
し
は
誰
か

誰
が
無
の
内
部
か
ら

最
愛
の
人
の
顔
を
見
つ
め
て
く
れ
た
の
か

旅
人
　T

he T
raveller

　百
年
の
歳
月
を
わ
た
し
は
茨
の
陰
で
睡
っ
た

と
う
と
う
茨
の
樹
が
わ
た
し
の
思
考
の
根
と
な
り
枝
と
な
り

白
い
花
び
ら
が
わ
た
し
の
髪
の
あ
い
だ
か
ら
咲
い
た

千
年
の
歳
月
を
わ
た
し
は
湖
の
中
で
漂
っ
た

と
う
と
う
涙
で
い
っ
ぱ
い
の
わ
た
し
の
瞳
が

こ
ぼ
れ
た
月
光
と
燃
え
て
い
る
雲
を
抱
え
た

こ
ご
め
く
さ
　
す
い
せ
ん
　
の
い
ば
ら
を

わ
た
し
の
眼
差
し
は
知
っ
て
い
る

わ
た
し
は
虹
が
開
き
太
陽
が
閉
じ
る
の
を
見
た

わ
た
し
は
陸
地
を
吹
き
め
ぐ
る
風

雲
の
寺
院
　
砂
の
城
を
築
き

死
の
手
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
空
虚
に
し
て
置
い
た

わ
た
し
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
翅
の
あ
る
か
げ
ろ
う

わ
た
し
の
無
数
の
眼
と
き
ら
め
く
翅
を
　
き
っ
と

焔
が
焦
が
し
　
水
が
溺
ら
せ
る

わ
た
し
は
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
　
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ

わ
た
し
は
す
べ
て
の
情
焔
の
記
憶
だ

わ
た
し
は
世
界
の
灰
　
燃
え
て
い
る
炎
だ

天
体
　T

he W
orld

　そ
れ
は
空
間
で
燃
え
る

無
が
そ
れ
を
支
え
る

し
か
も
そ
れ
は
運
行
す
る

燃
焼
に
支
え
ら
れ

空
間
を
運
行
し

何
も
の
も
静
止
し
て
い
な
い

燃
え
な
が
ら
そ
れ
は
運
行
す
る

空
間
が
そ
れ
を
支
え
る

し
か
も
そ
れ
は
無
で
あ
る

そ
の
無
が
運
行
す
る

静
止
に
支
え
ら
れ

燃
え
て
い
る
空
間
が
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花
を
つ
け
実
を
む
す
び
　
幾
百
万
年
の
夏
を

そ
の
葉
は
恋
す
る
者
た
ち
に
情
熱
の
言
葉
を
囁
い
た

そ
し
て
春
ご
と
に
人
型
の
神
が
吊
る
さ
れ

樹
の
あ
い
だ
で
血
を
流
し
た

彼
の
詩
は
葡
萄
の
樹
の
よ
う
に
四
季
に
わ
た
る

い
ま
す
べ
て
の
死
者
は
死
ん
だ
の
で
あ
り

自
然
は
も
う
生
殖
の
た
め
の
子
宮
を
も
た
ぬ

世
界
の
屋
根
と
楣
は
破
壊
さ
れ

わ
た
し
の
入
口
に
あ
の
樹
が
不
吉
に
立
っ
て
い
る

い
ま
と
ね
り
こ
が
最
後
の
実
を
ふ
る
い
落
す
と
き

わ
た
し
は
あ
の
春
を
想
い
出
す
　
花
や
恋
人
た
ち
の

喪
わ
れ
た
無
邪
気
さ
を
　
創
造
の
美
し
い
能
因
を

こ
の
樹
を
そ
れ
ら
が
育
て
た
が
　
乾
き
き
っ
た
ぼ
く
は
待
っ
て
い
る

ま
だ
生
ま
れ
な
い
焔
の
種
子
が

世
界
の
最
後
の
開
花
と
な
っ
て
炸
裂
す
る
の
を

巫
女
　T

he Pythoness

　わ
た
し
は
蛇
の
棲
む
あ
の
洞
窟

そ
の
臍
か
ら
男
た
ち
の
宿
命
が
う
ま
れ

す
べ
て
の
知
慧
が
大
地
の
孔
か
ら
う
ま
れ
る

神
が
わ
た
し
の
闇
の
中
に
現
れ
そ
し
て
ま
た
溶
け
る

わ
た
し
の
盲
目
の
子
宮
か
ら
す
べ
て
の
王
国
が
う
ま
れ

わ
た
し
の
墓
か
ら
七
人
の
睡
眠
者
が
予
言
す
る

胎
内
の
嬰
児
は
わ
た
し
の
夢
に
め
ざ
め

ど
の
恋
人
も
つ
い
に
は
わ
た
し
の
中
に
埋
葬
さ
れ
て
横
た
わ
る

わ
た
し
は
怖
れ
ら
れ
恋
い
慕
わ
れ
る
あ
の
炎
の
場
所

そ
こ
で
男
と
不
死
鳥
が
焼
き
盡
さ
れ

わ
た
し
の
低
い
汚
さ
れ
た
寝
台
か
ら

新
し
い
息
子
　
新
し
い
太
陽
　
新
し
い
空
が
立
ち
現
れ
る

自
我
　Self

　塵
の
中
か
ら
話
し
か
け

土
の
中
か
ら
見
る

わ
た
し
は
誰
か

口
き
け
ぬ
石
の
か
わ
り
に

誰
が
聴
い
て
く
れ
る
か

脆
い
水
の
か
わ
り
に

指
と
骨
で
誰
が
感
じ
て
く
れ
る
か

誰
が
森
の
か
わ
り
に
夜
を
呼
吸
し

薔
薇
の
か
わ
り
に
見
て
く
れ
る
か

鳥
が
さ
え
ず
る
歌
を

誰
が
知
っ
て
く
れ
る
の
か

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

静
か
な
雨
　
吹
き
降
り
の
雨
　
嵐
と
凪
が

氷
の
凍
結
と
　
雲
の
バ
ロ
ッ
ク
式
の
観
念
を

経
験
し
た

十
字
架
の
形
が
虚
無
の
う
え
に
置
か
れ
る

両
極
を
超
え
て
と
ぶ
最
初
の
閃
光
に
よ
っ
て

世
界
が
分
裂
の
う
え
に
築
か
れ
る

そ
の
距
離
は
幾
光
年
も
閉
じ
る
こ
と
が
な
い

傷
口
の
数
が
殖
え
　
亀
裂
が
拡
が
る
だ
け
だ

人
間
の
情
熱
は
樹
の
中
に
予
定
さ
れ
て
あ
る

天
の
　
植
物
の
　
荊
棘
の
　
鉄
の

十
字
形
の
光
の
中
に
　
そ
し
て
始
め
か
ら

渇
い
て
い
る
器
官
が
キ
リ
ス
ト
磔
刑
の
像
を
押
し
立
て
る

灰
が
躍
る
人
々
の
あ
い
だ
に
充
満
し

花
嫁
の
よ
う
に
祭
礼
の
通
過
に
ゆ
れ
る

廃
れ
た
化
石
や
渦
巻
く
星
空
に
変
ず
る

螺
旋
形
を
貝
殻
や
花
の
う
え
に
刻
み

薔
薇
　
小
羊
　
世
界
の
い
と
し
子
を
織
る
が

次
に
あ
の
舞
踏
か
ら
生
ま
れ
た
世
界
を
再
び
解
体
す
る

無
の
中
か
ら
　O

ut of N
othing

　薔
薇
の
芯
の
内
部
で

種
子
が
沈
黙
の
中
か
ら
育
つ

そ
の
真
紅
の
心
臓
を
夜
が
包
む

原
子
の
虚
無
　
世
界
の
根
源
を

そ
の
測
り
知
れ
な
い
混
沌
か
ら

星
が
　
内
部
の
空
か
ら
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
が
現
れ
る

こ
こ
に
家
を
築
け
　
暗
黒
の
終
末
か
ら

愛
が
立
ち
還
っ
て
く
る
家
を

こ
こ
に
処
女
は
待
つ
　
ひ
と
り
で

恋
人
が
　
息
子
が
帰
る
の
を

こ
こ
で
母
は
包
む
　
そ
の
子
を

肉
と
血
の
温
い
衣
装
で

愛
の
裸
体
　
愛

深
淵
の
子
を
憐
み
な
が
ら

樹
　
一
九
四
七
年
　T

ree 1947

　わ
た
し
は
い
ま
自
己
の
内
部
で
世
界
の
終
末
を
生
き
な
が
ら

乾
い
て
葉
が
し
ぼ
ん
だ
一
本
の
樹
を
見
ま
も
る

羊
歯
の
葉
の
よ
う
に
そ
れ
は
ゆ
っ
く
り
と
縮
れ
る

こ
れ
は
睡
り
の
中
か
ら
伸
び
て
い
っ
た
樹
だ
　
エ
デ
ン
の
園
へ
と
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た
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睡
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た
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ど
の
恋
人
も
つ
い
に
は
わ
た
し
の
中
に
埋
葬
さ
れ
て
横
た
わ
る

わ
た
し
は
怖
れ
ら
れ
恋
い
慕
わ
れ
る
あ
の
炎
の
場
所

そ
こ
で
男
と
不
死
鳥
が
焼
き
盡
さ
れ

わ
た
し
の
低
い
汚
さ
れ
た
寝
台
か
ら

新
し
い
息
子
　
新
し
い
太
陽
　
新
し
い
空
が
立
ち
現
れ
る

自
我
　Self

　塵
の
中
か
ら
話
し
か
け

土
の
中
か
ら
見
る

わ
た
し
は
誰
か

口
き
け
ぬ
石
の
か
わ
り
に

誰
が
聴
い
て
く
れ
る
か

脆
い
水
の
か
わ
り
に

指
と
骨
で
誰
が
感
じ
て
く
れ
る
か

誰
が
森
の
か
わ
り
に
夜
を
呼
吸
し

薔
薇
の
か
わ
り
に
見
て
く
れ
る
か

鳥
が
さ
え
ず
る
歌
を

誰
が
知
っ
て
く
れ
る
の
か

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

静
か
な
雨
　
吹
き
降
り
の
雨
　
嵐
と
凪
が

氷
の
凍
結
と
　
雲
の
バ
ロ
ッ
ク
式
の
観
念
を

経
験
し
た

十
字
架
の
形
が
虚
無
の
う
え
に
置
か
れ
る

両
極
を
超
え
て
と
ぶ
最
初
の
閃
光
に
よ
っ
て

世
界
が
分
裂
の
う
え
に
築
か
れ
る

そ
の
距
離
は
幾
光
年
も
閉
じ
る
こ
と
が
な
い

傷
口
の
数
が
殖
え
　
亀
裂
が
拡
が
る
だ
け
だ

人
間
の
情
熱
は
樹
の
中
に
予
定
さ
れ
て
あ
る

天
の
　
植
物
の
　
荊
棘
の
　
鉄
の

十
字
形
の
光
の
中
に
　
そ
し
て
始
め
か
ら

渇
い
て
い
る
器
官
が
キ
リ
ス
ト
磔
刑
の
像
を
押
し
立
て
る

灰
が
躍
る
人
々
の
あ
い
だ
に
充
満
し

花
嫁
の
よ
う
に
祭
礼
の
通
過
に
ゆ
れ
る

廃
れ
た
化
石
や
渦
巻
く
星
空
に
変
ず
る

螺
旋
形
を
貝
殻
や
花
の
う
え
に
刻
み

薔
薇
　
小
羊
　
世
界
の
い
と
し
子
を
織
る
が

次
に
あ
の
舞
踏
か
ら
生
ま
れ
た
世
界
を
再
び
解
体
す
る

無
の
中
か
ら
　O

ut of N
othing

　薔
薇
の
芯
の
内
部
で

種
子
が
沈
黙
の
中
か
ら
育
つ

そ
の
真
紅
の
心
臓
を
夜
が
包
む

原
子
の
虚
無
　
世
界
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そ
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測
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知
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な
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混
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か
ら

星
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の
空
か
ら
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
が
現
れ
る

こ
こ
に
家
を
築
け
　
暗
黒
の
終
末
か
ら

愛
が
立
ち
還
っ
て
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家
を

こ
こ
に
処
女
は
待
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ひ
と
り
で

恋
人
が
　
息
子
が
帰
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の
を

こ
こ
で
母
は
包
む
　
そ
の
子
を

肉
と
血
の
温
い
衣
装
で

愛
の
裸
体
　
愛

深
淵
の
子
を
憐
み
な
が
ら

樹
　
一
九
四
七
年
　T

ree 1947

　わ
た
し
は
い
ま
自
己
の
内
部
で
世
界
の
終
末
を
生
き
な
が
ら

乾
い
て
葉
が
し
ぼ
ん
だ
一
本
の
樹
を
見
ま
も
る

羊
歯
の
葉
の
よ
う
に
そ
れ
は
ゆ
っ
く
り
と
縮
れ
る

こ
れ
は
睡
り
の
中
か
ら
伸
び
て
い
っ
た
樹
だ
　
エ
デ
ン
の
園
へ
と
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言
葉
、
肉
を
つ
く
り
ぬ
　W

ord M
ade Flesh

　言
葉
　
そ
の
息
は
世
界
を
め
ぐ
る
大
気

言
葉
　
そ
れ
は
風
の
向
き
を
変
え
る
世
界
を
生
み

言
葉
　
そ
れ
は
風
に
の
っ
て
飛
ぶ
鳥
を
組
み
立
て
る

言
葉
　
そ
れ
は
太
陽
の
喇
叭
を
焼
き
つ
く
す

そ
の
沈
黙
は
星
た
ち
の
提
琴
の
音
楽

そ
の
旋
律
は
曙
　
そ
の
和
音
は
夜

言
葉
　
そ
れ
は
映
さ
れ
る
　
湖
の
水
　
水
の
う
え
の
光
に

静
止
せ
る
水
　
動
く
水
　
滝
の
う
え
の
光
に

雲
の
　
露
の
　
ス
ペ
ク
ト
ル
の
雨
の
　
水
絵
具
の
う
え
の
光
に

言
葉
　
そ
れ
は
彫
ま
れ
る
　
石
の
う
え
に
　
石
の
限
界
に
重
な
る
山
の

限
界
に

言
葉
　
そ
れ
は
太
陽
の
火
　
原
子
た
ち
の
秩
序
　
結
晶
体
の
シ
ン
メ
ト

リ
の

内
部
に
あ
る
火

五
枚
の
花
片
の
薔
薇
　
六
枚
の
花
片
の
百
合
の
語
法

枝
の
う
え
の
葉
の
螺
旋
　
貝
殻
の
渦
巻

闇
と
光
の
軸
に
廻
転
す
る
植
物
の
も
つ
れ

魚
　
獅
子
　
牡
羊
の
本
能
の
知
慧

鞭
毛
と
羊
歯
の
生
殖
の
リ
ズ
ム

鮨
の
ひ
ら
め
き
　
翼
の
羽
搏
き
　
心
臓
の
鼓
動
　
舞
踏
の
鼓
動

象
形
文
字
　
そ
の
正
確
さ
で
定
義
さ
れ
る

羽
毛
　
昆
虫
の
翅
　
群
衆
の
眼
の
屈
折

生
物
の
眼
　
お
お
世
界
の
無
限
に
重
な
る
幻
影
よ

神
秘
の
報
告
書
　
何
と
名
づ
け
れ
ば
よ
い
の
か

世
界
を
着
せ
ら
れ
た
聖
霊
　
人
間
を
つ
く
っ
た
世
界
を

灰
　D

ust

　わ
た
し
の
灰
だ
け
が
決
し
て
鎮
ら
な
い

そ
し
て
わ
た
し
だ
け
が
常
に
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
の
灰
は
太
陽
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
地
球
と
と
も
に
運
行
し
て
き
た

だ
が
決
し
て
永
遠
を
離
れ
る
こ
と
な
く

そ
の
掟
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
　
わ
た
し
の
書
く
手
の
う
え

自
然
の
形
や
状
態
の
刻
印
を
支
え
る
わ
た
し
の
手
の
う
え
に

星
が
そ
の
掟
に
従
う
　
そ
し
て
草
　
美
し
き
も
の

罪
な
き
も
の
　
そ
し
て
聖
者
た
ち
が

こ
の
骨
は
知
っ
て
い
た
　
溶
岩
が
太
陽
の
変
化
す
る

焔
の
中
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
こ
と
を

わ
た
し
の
破
棄
し
た
法
則
　
支
配
す
る
太
陽
の

権
力
と
栄
光
に
　
そ
れ
が
従
順
で
あ
っ
た
こ
と
を

わ
た
し
の
血
が
潮
の
動
き
に
つ
れ
て
流
れ

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

え
よ
う
か

も
し
あ
な
た
が
身
近
に
あ
る
と
し
て
も
　
こ
の
平
和
に
変
わ
り
な
く

わ
た
し
の
家
の
生
の
沈
黙
が
破
ら
れ
る
べ
く
も
な
い

こ
こ
で
は
あ
な
た
が
遠
い
存
在
で
あ
る
と
告
げ
る
意
識
は
う
ご
か
な
い

い
つ
ま
で
も
満
足
し
て
わ
た
し
の
魂
は
愛
の
夜
を
め
ざ
め
た
あ
げ
く

い
つ
ま
で
も
愛
の
晝
を
ね
む
る
の
で
す

お
お
分
離
し
た
世
界
よ

そ
こ
で
は
感
覚
と
い
う
五
つ
の
広
大
な
砂
漠
が

憎
悪
と
不
在
の
距
離
を
無
限
に
ひ
ら
き

あ
な
た
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
見
出
さ
れ
る
す
べ
も
な
い
が

あ
な
た
は
す
べ
て
の
庭
園
　
す
べ
て
の
秘
蹟
を
す
べ
る
主
で
す

す
べ
て
の
砂
漠
の
花
　
す
べ
て
の
待
ち
の
ぞ
む
究
極
で
す

樹
木
の
眩
し
さ
と
影
が

つ
む
ら
れ
た
瞼
を
や
さ
し
く
な
ぶ
り
　
そ
れ
ら
春
の
杖
が

わ
た
し
を
説
き
伏
せ
よ
う
と
す
る
　
こ
の
過
ぎ
ゆ
く
瞬
間
こ
そ

愛
が
常
に
想
い
こ
が
れ
た
此
処
で
あ
り
今
で
あ
る
と

そ
し
て
わ
た
し
は
信
じ
よ
う
と
す
る

そ
れ
で
も
こ
の
世
界
を
心
臓
の
中
に
抱
き
う
る
こ
と
を

こ
の
静
か
な
世
界
の
心
臓
こ
そ
わ
た
し
の
薔
薇
で
あ
る
こ
と
を

鏡
の
中
　Seen in a Glass

　樹
の
背
後
に
　
家
の
背
後
に
　
星
た
ち
の
背
後
に

樹
　
星
　
家
で
は
な
い

わ
た
し
に
は
見
え
な
い
存
在
が
あ
る

樹
　
家
　
星
は

そ
れ
ら
自
身
の
内
部
で
無
限
に
拡
が
る

世
界
の
神
秘
と
な
っ
て

そ
こ
で
は
権
力
の
車
輪
が
め
ぐ
り
　
そ
の
鼓
動
は

無
の
中
　
夜
の
中
か
ら

葉
　
石
　
火
を
打
ち
出
す

生
き
て
い
る
樹
を
め
ぐ
る

染
色
体
と
細
胞
核
の
メ
イ
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
は

樹
や
葉
の
迷
路
を
た
ど
る

立
っ
て
い
る
石
の
家
は

混
沌
の
中
か
ら
投
げ
ら
れ
る
と
き

ど
ろ
ど
ろ
の
奔
流
の
よ
う
に
こ
の
世
界
を
吐
き
出
す

そ
し
て
太
陽
の
発
火
興
奮
が

樹
　
家
　
世
界
が
通
過
す
る
道
を
つ
く
り
　
ま
た
は
こ
わ
す

そ
れ
ら
は
わ
た
し
の
知
ら
な
い
存
在
に
支
え
ら
れ

星
　
石
　
樹
で
は
な
い
別
の
姿
と
な
っ
て

自
然
の
鏡
　
自
然
の
眼
の
中
で
身
を
装
う
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い
存
在
に
支
え
ら
れ

星
　
石
　
樹
で
は
な
い
別
の
姿
と
な
っ
て

自
然
の
鏡
　
自
然
の
眼
の
中
で
身
を
装
う
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癒
え
る
春
　T

he H
ealing Spring

　す
こ
し
ず
つ
大
地
の
傷
口
が
閉
じ
る

子
宮
が
息
子
を
産
ん
だ
傷
を
癒
す

裂
け
た
幹
を
樹
皮
が
覆
い
か
く
す
よ
う
に

か
つ
て
わ
た
し
た
ち
が
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
を

春
に
従
う
わ
た
し
の
血
が
忘
れ
る

心
臓
の
中
に
死
の
よ
う
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
過
去
を

成
長
が
拭
い
消
す

お
お
　
愛
の
神
よ
　
許
し
て
く
だ
さ
い
　
わ
た
し
の
嘆
き
の
上
に
茂
り

そ
れ
に
捺
印
す
る
幸
福
を

戦
士
　H

eroes

　こ
の
戦
争
で
死
ん
だ
兵
士
た
ち
を
　
誰
が
見
た
か

烟
と
な
っ
て
　
彼
ら
は
　
燃
え
る
都
市
の
上
に
立
ち
の
ぼ
り

希
薄
な
雲
と
な
っ
て
　
空
に
消
え
る

リ
ビ
ア
の
砂
を
篩
い
　
人
間
の
掌
骨
を

誰
が
発
見
で
き
る
か

不
在
の
精
神
の
か
す
か
な
刻
印

消
え
て
い
っ
た
兵
士
の
白
日
夢
を

あ
な
た
は
も
は
や
知
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
　
あ
な
た
の
愛
を
　
彼
の

や
さ
し
い
接
吻
を

少
女
よ
　
彼
は
あ
な
た
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
　
そ
し
て

怠
惰
な
太
陽
の
下
　
東
風
が
愛
撫
す
る
長
い
緑
草
の
中
で

男
の
種
子
が
穀
物
に
強
奪
さ
れ
る

瞬
間
　T

he M
om

ent

　こ
の
瞬
間
に
わ
た
し
の
抱
く
す
べ
て
を
書
き
留
め
ら
れ
る
な
ら

砂
漠
を
砂
時
計
の
中
に
注
ぎ
こ
も
う

海
を
水
時
計
の
中
に

一
粒
ま
た
一
粒
　
一
滴
ま
た
一
滴
と

足
跡
を
留
め
ぬ
　
移
り
気
の
　
無
限
の
海
と
砂
漠
を

世
界
の
日
と
夜
が
わ
た
し
に
襲
い
か
か
り

潮
流
と
砂
流
が
わ
た
し
を
貫
き
流
れ
る
け
れ
ど

砂
漠
と
海
を
抱
き
と
め
る
二
つ
の
手
と
一
つ
の
心
臓
が
わ
た
し
に
は
あ

る
だ
け
だ

い
っ
た
い
そ
の
何
を
わ
た
し
が
内
包
で
き
る
か
　
そ
れ
は
わ
た
し
を
避

け
　
わ
た
し
か
ら
逃
れ
る

潮
流
が
わ
た
し
を
押
し
流
し

砂
漠
が
わ
た
し
の
脚
の
下
で
移
動
す
る

見
え
な
い
薔
薇
　T

he U
nseen Rose

　あ
な
た
を
見
る
こ
と
も
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
け
れ
ど

想
い
に
ふ
け
る
こ
の
美
し
い
夜
　
あ
な
た
が
遠
く
に
あ
る
と
　
誰
が
言

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

生
き
て
い
る
海
の
眼
の
よ
う
な
表
面
は

永
遠
に
イ
ン
タ
ク
ト
で

や
さ
し
い
顔
で
微
笑
す
る

そ
こ
で
は
生
き
て
い
る
血
が
恍
惚
に
溺
れ

山
脈
を
も
変
え
る
自
然
に
強
い
ら
れ
て

最
も
自
由
で
な
い
と
き
に
最
も
自
由
を
感
ず
る

わ
た
し
た
ち
降
り
ま
し
ょ
う
か
　
一
緒
に
降
り
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
か

こ
こ
は
山
の
頂
　
風
と
雪
が
降
り
よ
う
と
急
か
す

そ
れ
ら
が
ゆ
く
道
を
行
け
と

道
は
明
ら
か
だ
が
　
終
り
は
分
ら
な
い

海
が
わ
た
し
た
ち
を
運
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
　
潮
流
と
海
流
の
走
る

と
こ
ろ
へ

接
吻
　T

he K
iss

　わ
た
し
の
薔
薇
　
あ
な
た
の
完
全
な
キ
ス
は

ま
た
欲
望
の
知
慧

束
の
間
の
わ
た
し
の
身
体
に

萎
れ
る
こ
と
の
な
い
花
を
頒
つ

あ
の
人
の
抱
く
夢
に

あ
な
た
の
生
を
め
ぐ
ん
で
あ
げ
て

あ
ま
い
時
の
ベ
ッ
ド
　
星
の
揺
籠
に

い
つ
ま
で
も
居
ら
れ
る
よ
う

夜
想
曲
　N

octurne

　あ
の
人
は
眠
る
の
で
す
　
太
陽
が

沈
ん
だ
こ
と
も
　
上
っ
た
こ
と
も
な
い
と
こ
ろ

春
が
き
た
こ
と
も

天
使
が
　
基
督
の
生
誕
を

告
げ
た
こ
と
も
な
い
と
こ
ろ
に

あ
の
人
は
眠
る
　
星
の
降
ら
な
い
と
こ
ろ

地
球
の
あ
お
い
草
原

天
よ
り
の
光
に
も

眼
が
ひ
ら
か
な
い
と
こ
ろ
に

あ
の
人
は
内
部
で
眠
る
の
で
す

来
る
春
は
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い

け
れ
ど
太
陽
に
向
う
愛
は
盲
目
で
す

心
臓
の
内
部
で

心
の
距
離
を
細
か
に
測
り

御
告
の
鳥
を
さ
が
し
求
め
る

そ
し
て
す
べ
て
の
希
望
は
死
の
た
め
に
在
る

け
れ
ど
不
滅
の
鼓
動
を
打
ち
つ
づ
け
る

一
羽
の
鳩
の
隠
れ
家
を

眠
れ
る
生
に
　
こ
の
心
臓
が

与
え
る
た
め
に
　
在
る
の
で
す
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滅
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わ
た
し
の
愛
　
わ
た
し
の
美
　
そ
し
て
わ
た
し
の
詩
を
―
―

苦
痛
だ
け
が
わ
た
し
の
も
の
　
わ
た
し
だ
け
の
も
の

ご
ら
ん
　
骨
の
重
み
に
堪
え

あ
の
鷹
が
完
全
に
宙
に
と
ど
ま
る
さ
ま
を

そ
こ
に
と
ど
ま
る
た
め
に
　
血
は
高
価
な
支
払
い
を
す
る

鳥
で
は
な
い
　
神
々
し
い
　
そ
の
瞬
間

ご
ら
ん
　
あ
の
平
和
な
樹
が

数
限
り
な
い
葉
を
拡
げ
　
つ
れ
づ
れ
に
揺
す
る
さ
ま
を
―
―

だ
が
樹
は
堪
え
て
い
る
　
天
や
雲
の
重
み
を

導
管
を
よ
じ
の
ぼ
る
泉
の
先
端
で

わ
た
し
は
結
ぶ
　
あ
な
た
の
た
め
に
　
潮
と
焔
を

空
気
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
薔
薇
の
花
片
に
包
ん
で
―
―

そ
の
花
の
内
部
に
巣
食
う
死
を

お
お
よ
ろ
こ
ん
で
　
恋
人
よ
　
あ
な
た
の
た
め
に
わ
た
し
は
堪
え
る

虎
の
夢
　T

iger D
ream

　夫
と
妻
に
捧
げ
ら
れ
た

み
ど
り
の
芝
生
に

孤
独
の
　
だ
が
人
に
見
ら
れ
て

虎
が
刃
を
待
つ

油
断
な
く
彼
は
歩
い
て
く
る

人
を
喰
う
権
利
を
も
つ
彼

人
喰
人
種
の
家
で

夢
み
な
が
ら
彼
は
夜
を
過
す

お
お
　
幸
福
な
少
数
者
を
羨
め

彼
ら
の
ベ
ッ
ド
は
星
の
中
に
準
備
さ
れ
る

精
霊
が
知
っ
て
い
る
道
を

虎
の
血
液
を
通
っ
て
彼
ら
は
く
る

　虎
の
血
液
を
通
っ
て
彼
ら
は
く
る

最
も
鮮
か
な
み
ど
り
の
芝
生
へ
と

お
お
　
虎
の
夢
を
夢
み
る

幸
福
な
少
数
者
を
羨
め

落
下
　T

he Fall

　そ
れ
は
落
下
で
す
　
水
の
　
岩
の
　
傷
つ
い
た
鳥
の

傷
つ
い
た
心
臓
の
永
遠
の
落
下

自
由
の
瀑
布
　
天
使
た
ち
が
落
ち
る

虚
空
か
ら
　
恋
人
の
よ
う
に
離
れ
ば
な
れ
に

そ
し
て
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
終
焉
と
な
る
　
同
じ
そ
の
死
を
死
ぬ

一
千
万
年
を
落
下
し
て
き
て
　
わ
た
し
た
ち
は
ま
た
身
を
投
げ
る

時
間
の
招
く
腕
の
中
に

婚
姻
の
飛
躍
も
ま
た
死
の
中
に
終
ら
ね
ば
な
ら
な
い

幾
度
も
自
由
に
奉
仕
し
た
死
の
中
に

考
え
あ
ぐ
ね
て
神
秘
家
が
固
唾
を
の
む
間
に
も

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

そ
の
　
静
止
し
て
生
き
る
　
流
れ
の
水
に
も
等
し
い
生

花
が
空
気
に
　
人
間
が
夢
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に

不
思
議
な
夕
べ
　A

 Strange Evening

　紫
色
の
空
か
ら
少
々
雨
が
降
り

も
し
虹
が
か
か
る
と
す
る
な
ら
　
地
上
に
か
か
る
だ
ろ
う
し

も
し
わ
た
し
が
此
処
に
い
る
と
す
る
な
ら
　
あ
の
は
ぐ
れ
た
燕
が
わ
た

し
だ
ろ
う
し

も
し
こ
の
緑
の
樹
が
重
い
な
ら
　
そ
の
樹
の
重
さ
は
わ
た
し
の
手
の
中

に
あ
る

も
し
樹
や
野
原
が
緑
色
な
ら
　
そ
れ
ら
の
静
脈
に
は
血
が
め
ぐ
っ
て
い

る
だ
ろ
う
し

も
し
詩
が
あ
る
と
す
る
な
ら
　
木
の
葉
が
く
れ
に
動
く
だ
ろ
う
し

も
し
愛
が
あ
る
な
ら
　
わ
た
し
た
ち
の
ベ
ッ
ド
は
樹
と
空
で
で
き
て
い

る
そ
の
よ
う
な
空
が
あ
る
の
だ
か
ら
　
わ
た
し
は
平
和
で
空
を
覆
い

生
き
て
い
る
眼
の
限
り
な
い
青
さ
　
牡
牛
の
眼
の
よ
う
な
雛
菊
の
野
原

で
　
空
を
覆
う

静
物
　Still Life

　見
え
る
時
間

光
の
花

そ
し
て
堪
え
が
た
い

飛
翔
の
翼

す
べ
て
が
化
石
と
な
る

石
と
な
る

繊
細
な
貝
殻

強
靭
な
骨
に

血
液
　
神
経

思
考
の
痕
跡
が

世
界
の
源
か
ら
生
ま
れ

夜
を
横
切
る

太
陽
の
航
跡
に

戯
れ
る
光
が

急
に
静
止
す
る

凍
っ
た
流
れ
の
よ
う
に

急
に
静
止
す
る

鳥
　
花
　
貝
殻

愛
が
そ
れ
ら
を
創
造
し
た

生
を
与
え
　
完
結
し
た

そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
す
た
め
に

終
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か
ら
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た
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わ
た
し
の
愛
　
わ
た
し
の
美
　
そ
し
て
わ
た
し
の
詩
を
―
―

苦
痛
だ
け
が
わ
た
し
の
も
の
　
わ
た
し
だ
け
の
も
の

ご
ら
ん
　
骨
の
重
み
に
堪
え

あ
の
鷹
が
完
全
に
宙
に
と
ど
ま
る
さ
ま
を

そ
こ
に
と
ど
ま
る
た
め
に
　
血
は
高
価
な
支
払
い
を
す
る

鳥
で
は
な
い
　
神
々
し
い
　
そ
の
瞬
間

ご
ら
ん
　
あ
の
平
和
な
樹
が

数
限
り
な
い
葉
を
拡
げ
　
つ
れ
づ
れ
に
揺
す
る
さ
ま
を
―
―

だ
が
樹
は
堪
え
て
い
る
　
天
や
雲
の
重
み
を

導
管
を
よ
じ
の
ぼ
る
泉
の
先
端
で

わ
た
し
は
結
ぶ
　
あ
な
た
の
た
め
に
　
潮
と
焔
を

空
気
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
薔
薇
の
花
片
に
包
ん
で
―
―

そ
の
花
の
内
部
に
巣
食
う
死
を

お
お
よ
ろ
こ
ん
で
　
恋
人
よ
　
あ
な
た
の
た
め
に
わ
た
し
は
堪
え
る

虎
の
夢
　T

iger D
ream

　夫
と
妻
に
捧
げ
ら
れ
た

み
ど
り
の
芝
生
に

孤
独
の
　
だ
が
人
に
見
ら
れ
て

虎
が
刃
を
待
つ

油
断
な
く
彼
は
歩
い
て
く
る

人
を
喰
う
権
利
を
も
つ
彼

人
喰
人
種
の
家
で

夢
み
な
が
ら
彼
は
夜
を
過
す

お
お
　
幸
福
な
少
数
者
を
羨
め

彼
ら
の
ベ
ッ
ド
は
星
の
中
に
準
備
さ
れ
る

精
霊
が
知
っ
て
い
る
道
を

虎
の
血
液
を
通
っ
て
彼
ら
は
く
る

　虎
の
血
液
を
通
っ
て
彼
ら
は
く
る

最
も
鮮
か
な
み
ど
り
の
芝
生
へ
と

お
お
　
虎
の
夢
を
夢
み
る

幸
福
な
少
数
者
を
羨
め

落
下
　T

he Fall

　そ
れ
は
落
下
で
す
　
水
の
　
岩
の
　
傷
つ
い
た
鳥
の

傷
つ
い
た
心
臓
の
永
遠
の
落
下

自
由
の
瀑
布
　
天
使
た
ち
が
落
ち
る

虚
空
か
ら
　
恋
人
の
よ
う
に
離
れ
ば
な
れ
に

そ
し
て
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
終
焉
と
な
る
　
同
じ
そ
の
死
を
死
ぬ

一
千
万
年
を
落
下
し
て
き
て
　
わ
た
し
た
ち
は
ま
た
身
を
投
げ
る

時
間
の
招
く
腕
の
中
に

婚
姻
の
飛
躍
も
ま
た
死
の
中
に
終
ら
ね
ば
な
ら
な
い

幾
度
も
自
由
に
奉
仕
し
た
死
の
中
に

考
え
あ
ぐ
ね
て
神
秘
家
が
固
唾
を
の
む
間
に
も

菅野弘久：星野徹のキャスリン・レイン

そ
の
　
静
止
し
て
生
き
る
　
流
れ
の
水
に
も
等
し
い
生

花
が
空
気
に
　
人
間
が
夢
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に

不
思
議
な
夕
べ
　A

 Strange Evening
　紫
色
の
空
か
ら
少
々
雨
が
降
り

も
し
虹
が
か
か
る
と
す
る
な
ら
　
地
上
に
か
か
る
だ
ろ
う
し

も
し
わ
た
し
が
此
処
に
い
る
と
す
る
な
ら
　
あ
の
は
ぐ
れ
た
燕
が
わ
た

し
だ
ろ
う
し

も
し
こ
の
緑
の
樹
が
重
い
な
ら
　
そ
の
樹
の
重
さ
は
わ
た
し
の
手
の
中

に
あ
る

も
し
樹
や
野
原
が
緑
色
な
ら
　
そ
れ
ら
の
静
脈
に
は
血
が
め
ぐ
っ
て
い

る
だ
ろ
う
し

も
し
詩
が
あ
る
と
す
る
な
ら
　
木
の
葉
が
く
れ
に
動
く
だ
ろ
う
し

も
し
愛
が
あ
る
な
ら
　
わ
た
し
た
ち
の
ベ
ッ
ド
は
樹
と
空
で
で
き
て
い

る
そ
の
よ
う
な
空
が
あ
る
の
だ
か
ら
　
わ
た
し
は
平
和
で
空
を
覆
い

生
き
て
い
る
眼
の
限
り
な
い
青
さ
　
牡
牛
の
眼
の
よ
う
な
雛
菊
の
野
原

で
　
空
を
覆
う

静
物
　Still Life

　見
え
る
時
間

光
の
花

そ
し
て
堪
え
が
た
い

飛
翔
の
翼

す
べ
て
が
化
石
と
な
る

石
と
な
る

繊
細
な
貝
殻

強
靭
な
骨
に

血
液
　
神
経

思
考
の
痕
跡
が

世
界
の
源
か
ら
生
ま
れ

夜
を
横
切
る

太
陽
の
航
跡
に

戯
れ
る
光
が

急
に
静
止
す
る

凍
っ
た
流
れ
の
よ
う
に

急
に
静
止
す
る

鳥
　
花
　
貝
殻

愛
が
そ
れ
ら
を
創
造
し
た

生
を
与
え
　
完
結
し
た

そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
す
た
め
に

終
章
　Envoi

　わ
た
し
か
ら
　
わ
た
し
の
で
な
い
も
の
を
剥
ぎ
取
っ
て
く
だ
さ
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星
野
徹
が
そ
の
詩
的
営
為
の
最
初
期
に
、
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン

（K
athleen Raine, 1908 - 2003

））
1
（

に
心
が
惹
れ
る
も
の
を
感
じ
て
い
た
と

想
像
す
る
こ
と
を
、「
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
抄
」
と
し
て
残
さ
れ
た
訳

稿
（
未
発
表
）
が
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
訳
稿
は
Ａ
４
版
の
縦
書
き
原
稿

用
紙
四
三
枚
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
枚
の
裏
面
に
『
白
亜

紀
』
十
一
号
（
一
九
六
〇
）
に
発
表
さ
れ
た
「
言
葉
は
サ
カ
ナ
」
の
下
書
き

が
あ
る
こ
と
、ま
た
『
白
亜
紀
』
四
号
（
一
九
五
七
）、十
四
号
（
一
九
六
一
）、

十
八
号
（
一
九
六
二
）
そ
れ
ぞ
れ
の
目
次
に
は
、
カ
ッ
ト
代
わ
り
に
、
レ
イ

ン
の
短
詩
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら）

2
（

、
訳
稿
が
ま
と
め
ら
れ
た
の

は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。
二
六
篇
の
訳
詩
は
、
レ
イ

ン
の
初
期
詩
集 Stone A

nd Flow
er 

（1943

）、Living in T
im

e 
（1946

）、
T

he Pythoness, and other poem
s 

（1949

）、T
he Y

ear O
ne: Poem

s 

（1952

）
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
が
、
星
野
が
底
本
と

し
た
の
は
、
推
測
さ
れ
る
訳
出
時
期
と
「
詩
抄
」
の
詩
篇
の
配
列
か
ら
、
こ

れ
ら
四
詩
集
の
抜
粋
で
編
集
さ
れ
たT

he Collected Poem
s of K

athleen 
Raine 

（1956

）
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
　
　
　
　
＊ 星

野
徹
の
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン

菅

　野

　弘

　久

キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
詩
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星 

野
　
徹 

訳

渓
流
の
中
　In the Beck

　一
匹
の
魚
が
い
る
　
淀
み
で
ふ
る
え
て
い
る

そ
れ
自
身
が
一
つ
の
影
　
だ
が
そ
の
影
は
透
明
だ

幾
度
見
な
お
し
て
も
　
そ
れ
は
や
は
り
そ
こ
に
い
る

水
の
流
れ
に
逆
ら
い
　
そ
の
生
は
死
と

歩
調
を
た
も
つ
―
―
優
美
な
衝
動
と
閃
光
が

そ
の
静
止
に
か
く
れ
　
動
き
　
静
止
す
る

そ
れ
を
敢
え
て
捕
え
る
網
は
な
い
―
―
小
波
が

砂
が
し
ず
ま
る
と
き
　
そ
れ
は
常
に
立
ち
返
る
―
―
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二
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〇
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三
十
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ギ
リ
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文
学
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